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すごあま

ちゃん !

なかよし兄弟は豪快にがぶりっ！
日中と夜間の大きな気温差と火山灰の土壌
が栽培に適した環境を作り出している「菅
生地区」で、農家のみなさんが心をこめて
つくったスイートコーンは、九州有数の生
産を誇っています。
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７
月
７
日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
大
分

司
教
区
の
教
会
巡
回
に
合
わ
せ
た

「
公
式
訪
問
」で
、
県
内
滞
在
中
の

ロ
ー
マ
法
王
庁（
バ
チ
カ
ン
市
国
）

の 

ジ
ョ
ゼ
フ
・
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
駐

日
大
使
が
竹
田
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

市
本
庁
前
に
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
駐

日
大
使
が
到
着
す
る
と
、
玄
関
周

辺
に
集
ま
っ
た
市
民
が
手
旗
を
振

り
な
が
ら
お
出
迎
え
を
し
ま
し
た
。

　

歓
迎
式
で
、
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
駐

日
大
使
は「
竹
田
市
を
訪
問
で
き

た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
竹
田
は
と
て
も
自
然
が

豊
か
で
、
心
を
休
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。
心
温
ま
る
歓
迎
に
深
く
感
謝

し
ま
す
」と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
市
か
ら
記
念
品

と
し
て
国
指
定
重
要
文
化
財「
サ

ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
」の
レ
プ
リ
カ
と
、

地
元
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
Ｍ

Ｙ
Ｕ
←（
佐
藤
み
ゆ
希
）さ
ん
作
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
画
を
贈
り
ま
し
た
。

　

歴
史
資
料
館
に
移
動
し
、
館
内

の
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
の
展
示
物
を

見
学
。
続
い
て
、
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ

↑旗を振り歓迎する竹田小の児童たち（市本庁舎前）

←大使をお出迎えする小羊保育園の園児たち

↑平和の祈りを込めて、サンチャゴの鐘を
鳴らすジョゼフ・チェノットゥ駐日大使
と首藤市長

↑「久戸稲荷」を見学。竹田キリシタン研究
会のみなさんがお出迎え

↑歴史資料館で竹田キリシタン資料を見学

↑多くの竹田キリシタンが殉教を
遂げた鏡処刑場

↑直入町原にあるＩＮＲＩの石製墓碑を見
学する大使

↑「サンチャゴの鐘」（レプリカ）を贈る首藤市長

ローマ法王庁（バチカン市国）のジョゼフ・チェノットゥ駐日大使が初来竹！

「南蛮文化」の振興に弾み
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人口のうごき
　　　　　　　　　（前月比）
人　口　23,994　人（－  7人）
男　性　11,176　人（－  5人）
女　性　12,818　人（－  2人）
世帯数　10,615世帯（＋19世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成26年７月１日現在）
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「南蛮文化」の振興に弾み

駐
日
大
使
と
首
藤
市
長
は
平
和
へ

の
祈
り
を
込
め
て
、
屋
外
に
設
置

さ
れ
た「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
」を
鳴

ら
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
駐
車
場
に
集
ま
っ
た
地

元
住
民
と
握
手
を
交
わ
し
、
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

殿
町
に
あ
る
洞
窟
礼
拝
堂
、
そ

の
他
市
内
各
所
の
キ
リ
シ
タ
ン
に

縁
の
あ
る「
久
戸
稲
荷
」、「
鏡
処

刑
場
」、「
原
の
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
石
碑
」

を
廻
り
ま
し
た
。
ど
の
見
学
会
場

に
お
い
て
も
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
会

や
文
化
財
を
管
理
す
る
地
元
住
民

の
み
な
さ
ん
が
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
駐

日
大
使
の
訪
問
を
歓
迎
し
、「
よ

く
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
」、「
訪

問
感
謝
し
ま
す
」と
お
声
掛
け
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
で
も「
南
蛮
文
化
」に
注
目

が
集
ま
る
中
で
、
今
回
の
大
使
訪

問
を
き
っ
か
け
に「
観
光
の
国
際

化
」や「
地
域
活
性
化
」に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
直
入
と
キ
リ
シ
タ
ン
に
つ
い
て
」を
テ
ー

マ
に
、
地
域
学
の
一
環
と
し
た
講
演
会
が
７

月
11
日
、
直
入
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
南
蛮
文
化
振
興
室
の
後
藤
篤
美
室
長

で
、
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
を
題
材
に
し
た
講
座

は
、
市
内
学
校
で
は
今
回
が
初
め
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

後
藤
室
長
は「
直
入
町
と
久
住
町
の
境
は
か

つ
て『
朽
網（
く
た
み
）地
方
』と
呼
ば
れ
、
キ

リ
ス
ト
教
の
日
本
八
大
布
教
地
の
ひ
と
つ
と

言
わ
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
が
日
本
に
伝

わ
っ
た
直
後
の
１
５
０
０
年
代
中
期
に
、
豊

後
で
最
初
の
教
会
が
建
て
ら
れ
た
」と
前
置
き

し
、
直
入
地
域
に
残
る
、
石
碑
や
キ
リ
シ
タ

ン
墓
等
の「
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
」に
つ
い
て
解

説
を
し
ま
し
た
。

　

伊
東
晃
太
く
ん（
３
年
）は「
キ
リ
シ
タ
ン
遺

物
が
地
域
に
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
誇

り
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し
て
い
き

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

↑竹田キリシタンの歴史を熱心に聞く直入中生徒のみなさん

本
紙
連
載「
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
」出
張
講
座
を
開
催

直
入
中
生
徒
が「
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
」を
学
ぶ

↑殿町にある洞窟礼拝堂では、「その姿がキリシタンの殉教を表す花」とい
われる赤い椿の記念植樹を行いました

殿町の洞窟礼拝堂を見学した写真　　　　　　　　　　　　　　　　　　→
中央・チェノットゥ駐日大使、写真右・カトリック大分司教の濱口末男神父
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ビルド・バック・ベター「創造的復興」〜復興を目指す竹田市の取り組み〜

「
７
・
12
竹
田
市
豪
雨
災
害
」か
ら
２
年

『
防
災
の
日
』に

記
念
講
演
会
開
催

 　

今
年
の
特
別
講
演
会
講
師
は
、
あ

の「
３
・
11
東
日
本
大
震
災
」直
後
か

ら
南
三
陸
町
全
体
の
復
興
会
議
や
商

店
街
復
興
に
向
け
た「
福
興
市
」を
毎

月
開
催
す
る
等
、
町
の
中
心
と
な
っ

て
復
興
活
動
を
展
開
し
て
い
る
、
宮

城
県
南
三
陸
町
福
興
市
実
行
委
員
会

委
員
長
の
山
内
正
文
氏
で
す
。

　

講
演
テ
ー
マ
は「
地
域
の
活
性
化

と
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
～
東
日
本
の

経
験
か
ら
伝
え
た
い
こ
と
～
」。 

　
「
復
興
に
向
け
た
商
店
街
の
動
き
」

等
の
好
事
例
、「
避
難
所
に
お
け
る

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
必
要
性
」や「
外
部

の
連
絡
手
段
の
確
保
」等
の
問
題
も

示
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
防
災
対

策
に
参
考
と
な
る
講
演
内
容
で
し
た
。

　

竹
田
市
は
今
年
も「
防
災
の
日
」を

き
っ
か
け
に
、
今
後
も
さ
ら
に
防
災

意
識
を
高
め
る
と
も
に
、
１
日
も
早

い
復
興
に
向
け
て
取
り
組
み
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
７
・
12
竹
田
豪
雨
災
害　

稲

荷
橋
復
旧
工
事
竣
工
式
」が
７
月

14
日
、
稲
荷
橋
の
た
も
と
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

市
道
稲
荷
線
に
架
か
る「
稲
荷

橋
」は
、
大
字
拝
田
原
と
大
字
玉

来
地
区
を
結
び
、
生
活
道
路
や
扇

森
稲
荷
神
社
へ
の
参
道
と
し
て
、

多
く
の
方
が
利
用
す
る
主
要
施
設

で
す
。

　

一
昨
年
の「
７
・
12
竹
田
市
豪

雨
災
害
」で
流
出
し
た
こ
の
橋
は
、

河
川
護
岸
と
関
連
が
あ
る
た
め
、

大
分
県
に
施
工
を
委
託
。
橋
梁
形

式
は
鋼
単
純
合
成
鈑
桁
橋
を
採
用
。

橋
長
は
49
・
２
㍍
で
す
。「
創
造

的
復
興
」を
理
念
と
し
て
、
原
型

復
旧
に
留
め
る
の
で
は
な
く
、
今

後
、
再
度
の
被
災
リ
ス
ク
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
桁
下
高
を
約
２
㍍

高
く
し
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
幅
員
を
３
・
26
㍍
か
ら
５

㍍
に
拡
幅
す
る
改
良
工
事
を
施
工
。

着
工
は
平
成
25
年
２
月
９
日
。
総

事
業
費
は
２
億
３
９
０
０
万
円
で

す
。

　

神
事
に
は
約
１
２
０
人
が
参
加
。

渡
り
初
め
式
で
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
、
玉
来
地
区
自
治
会
長
会

長
の
丹
統
司
さ
ん（
69
歳
）が「
こ

の
２
年
間
は
今
思
え
ば
短
か
っ
た
。

毎
日
こ
の
傍
を
通
る
た
び
に
完
成

を
願
う
日
々
で
し
た
。
今
は
嬉
し

い
ば
か
り
で
す
」と
、
挨
拶
を
述

べ
ま
し
た
。

扇
森
稲
荷
神
社
ふ
も
と「
稲い
な
り荷
橋ば
し

」が
つ
い
に
復
活
！

待
ち
に
待
っ
た
！
希
望
の
架
け
橋

「大分県災害廃棄物処理の応援に
関する協定書」の実施細目を締結 
　７月１日、竹田市と一般財団法人大分県災害
廃棄物協会（加藤晴夫会長）との間で、「大分県災
害廃棄物処理の応援に関する協定書」に関する実
施細目締結の調印式が市本庁舎で行われました。
　今回は、「基本協定書」に基づき、具体的な事
項を定める協定を締結しました。
　首藤市長は「有事の際には協会の皆様の豊富な
経験を生かし、ご協力をいただきたい」と挨拶を
述べました。

↑大分県災害廃棄物協会の加藤晴夫会長（写真左）
↑講演する山内正文南三陸町福興市実行委員長

↑稲荷橋で行われた「後藤家三世代夫婦」による
渡り初め

←水害で地中に埋まっていた
「旧南部中」の門柱がモニュ

メントとして再生（玉来分
館体育館前）
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市民提案型地域活力創造事業

○認定事業一覧（表１）

地域 団体名 代表者 事業名 補助金交付
決定額

入田
入田地区活性化事業推
進協議会

会長・伊藤洋一 「牧の城」跡遊歩道整備事業 650,000円

直入 湯ノ原活性化会議 代表・塩手長利
湯ノ原地域再生プロジェク
ト（ガニ湯～丸山公園エリ
アの資源再生）

600,000円

全域 竹田市防災士会 会長・添田紀夫 竹田市防災士会 240,000円

竹田 落門会 会長・髙野　将
ＪＲ豊後竹田駅周辺の魅力
アップ

620,000円

久住
大船山登山道（入山公
廟道）を守る会

会長・竹下善治
大船山観光登山道整備推進
事業（入山公廟周知活動）

650,000円

荻 荻町史談会 会長・山村英治
映像と方言とによる歴史の
伝承

600,000円

玉来 玉来えびす会 会長・髙橋英敏

時は今！「宿場町玉来・古
き良き世の賑やかし。わが
町の歴史と文化が400年の
時を超えて蘇る」

320,000円

竹田
竹田アートカルチャー
2014実行委員会

代表・児玉順平 TAKETA ART CULTURE 2014 1,000,000円

太
陽
が
か
な
え
て
く
れ
る

　

公
共
的
な
活
動
を
営
む
団
体
等
を

対
象
に
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
事
業
案
を
募
り
、
採
用
団
体
に
補

助
金
を
交
付
す
る「
市
民
提
案
型
地

域
活
力
創
造
事
業
」が
本
年
度
創
設

さ
れ
ま
し
た
。実
施
団
体
を
選
ぶ「
公

開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」が
７
月

１
日
、
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

16
団
体
が
参
加
。
各
団
体
の
代
表

者
は
、
練
り
に
練
っ
た
事
業
の
提
案

を
行
い
ま
し
た
。
同
事
業
は
、
実
施

団
体
に
上
限
１
０
０
万
円
と
し
た
補

助
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。（
５
０
０
万

円
の
事
業
費
の
な
か
で
選
ば
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
）

　

さ
て
、
こ
の
事
業
の
原
点
に
つ
い

て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は「
地
域
の
み
な
さ
ん

が
本
当
に
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

こ
と
、
そ
の
や
る
気
を
応
援
し
て
は

ど
う
か
」と
い
う
、
あ
る
議
員
か
ら

の
提
案
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
竹
田
市
で
は
太
陽
光
発
電

の
導
入
を
計
画
し
、
市
内
の
遊
休
市

有
地
の
２
か
所
に
お
い
て
発
電
事
業

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
太
陽

光
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た「
収
益
」

を
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に
平
等

に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、〝
市
民

の
や
る
気
を
応
援
す
る
〟と
い
う
提

案
を
受
け
、
こ
の
度
の「
市
民
提
案

型
地
域
活
力
創
造
事
業
」が
創
設
さ

れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

　

目
先
だ
け
で
は
な
く
て
、
将
来
に

向
か
っ
て
地
域
を
活
性
化
し
て
い
く

よ
う
な
事
業
が
も
し
実

現
す
れ
ば
、
太
陽
光
シ

ス
テ
ム
の
導
入
が
大
き

な
意
味
を
も
つ
こ
と
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

燦さ
ん
さ
ん々

と
輝
く
太
陽
光
、

そ
の
恩
恵
を
受
け
て
、

み
な
さ
ん
の
地
域
を
明

る
く
照
ら
し
出
す
よ
う

な
、
素
晴
ら
し
い
事
業

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
い
つ
の
日
か

「
燦
々
政
策
」と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
…
。

　

７
月
15
日
、「
公
益

性
」「
目
的
性
」「
継
続
性
」

な
ど
の
観
点
で
、
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
プ
レ

ゼ
ン
を
勝
ち
抜
い
た
８
団
体（
表
１

参
照
）に
認
定
書
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に「
燦
々
政
策
」第
１
弾
の
８
事

業
が
決
定
し
た
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
夢
の
実
現
が「
未
来

の
竹
田
市
」に
希
望
を
授
け
、
地
域

の
活
性
化
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
市
民
提
案
型
地
域
活
力
創
造
事
業
」
実
施
８
団
体
決
定
！
　

市
民
の
提
案
が
実
現
へ

←認定を受けた８団体の
代表者のみなさん。「夢
の実現に向けてがんば
ります！」
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公
共
交
通
の
要
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
駅
の
あ
る
竹

田
城
下
町
は
、
ま
さ
に
竹
田
市
の
表
玄
関
で

あ
り
顔
で
も
あ
り
ま
す
。
長
く
続
い
て
き
た

商
業
機
能
や
、
風
情
あ
る
城
下
町
の
観
光
地

と
し
て
の
側
面
も
、
再
生
し
て
い
く
こ
と
で

竹
田
市
全
体
を
好
循
環
の
方
向
へ
牽
引
し
て

い
く
核
と
な
り
え
ま
す
。

　

そ
の
具
体
的
な
道
筋
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で

い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

基
礎
と
し
、
ま
た
、
若
手
事
業
者
を
中
心
と

し
た
「
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

等
の
提
案
を
受
け
な
が
ら
、
10
年
先
を
見
据

え
た
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
程
「
竹
田
市

都
市
再
生
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
の
策
定

が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
皆
様

に
ご
報
告
し
ま
す
。

＝
「
竹
田
城
下
町
」
中
心
市
街
地
の
10
年
後

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
計
画
＝

都
市
再
生
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
の
基
本
理
念

城
下
町
の
風
情
が
五
感
に
響
く

“
竹
田
情
感
ま
ち
づ
く
り
”

【
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針
】

　
　
　

 

城
下
町
の
風
情
を
活
か
し
た

　
　
　

 

観
光
拠
点
づ
く
り

　

歴
史
や
文
化
に
育
ま
れ
た
城
下
町
と
し
て

の
特
色
を
生
か
し
、
城
下
町
の
風
情
と
魅
力

づ
く
り
を
住
民
や
商
業
者
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
取
組
む
こ
と
で
、
城
下
町
の
風
情
を

活
か
し
た
観
光
拠
点
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
ま
で
の
交
通
案
内
や

駐
車
場
の
配
置
な
ど
を
戦
略
的
に
行
い
、
観

光
客
が
中
心
市
街
地
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い

交
通
環
境
を
整
え
る
。

　
　
　

 

市
民
が
日
常
的
に
利
用
で
き

　
　
　

 

る
中
心
市
街
地
づ
く
り

　

様
々
な
都
市
機
能
が
集
積
す
る
場
所
と
し

て
、
市
民
が
日
常
的
に
利
用
で
き
る
親
し
み

や
す
く
身
近
な
中
心
市
街
地
づ
く
り
を
進
め

る
。

　

中
心
市
街
地
に
商
業
・
業
務
施
設
や
公
共

公
益
施
設
を
集
積
さ
せ
る
こ
と
で
、
中
心
市

街
地
の
利
用
機
会
の
向
上
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

 

歩
い
て
楽
し
い
に
ぎ
わ
い

　
　
　

 

商
業
地
づ
く
り

　

買
い
物
や
施
設
利
用
に
限
ら
ず
、
余
暇
や

散
策
に
も
利
用
で
き
る
回
遊
性
の
あ
る
商
業

地
を
形
成
し
、
様
々
な
用
途
に
対
応
で
き
る

空
間
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

城
下
町
の
風
情
を
残
す
中
心
商
業
地
へ
の

交
通
流
入
の
抑
制
を
図
る
こ
と
で
、
歩
行
者

の
安
全
確
保
に
努
め
、
安
心
し
て
快
適
に
散

策
で
き
る
道
路
環
境
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
商

業
地
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
　
　

 

安
心
し
て
快
適
に
生
活
で
き

　
　
　

 

る
居
住
地
づ
く
り

　

生
活
に
必
要
な
各
種
サ
ー
ビ
ス
施
設
が
充

実
し
、
利
便
性
の
高
い
安
心
し
て
生
活
で
き

る
居
住
空
間
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
な

か
で
の
快
適
な
居
住
地
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

中
心
市
街
地
は
、
若
年
層
世
代
に
限
ら
ず
、

高
齢
夫
婦
や
若
者
の
単
身
者
な
ど
も
含
め
、

幅
広
い
世
代
の
居
住
が
見
込
め
る
場
所
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
土
地
の
高
度
利
用
の
推
進
に

努
め
、
共
同
住
宅
の
整
備
を
推
進
す
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針
に
お
け
る
中
心
市

街
地
の
骨
格
】

　

都
市
再
生
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
を
戦
略

的
に
実
施
し
て
い
く
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
基
本
的
な
骨
格
構
成
を
定
め
、
各
拠

点
が
担
う
べ
き
役
割
と
連
携
強
化
軸
の
設
定

を
行
う
。

竹田城下町の10年後を
見据えた計画を策定しま
した 「竹田市都市再生まちづくり基本計画」の概要について

基本方針

２

基本方針

１

基本方針

３

基本方針

４
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「竹田市都市再生まちづくり基本計画」を策定しました

【
再
生
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
戦
略
】

　
　
　

 

観
光
客
を
中
心
市
街
地
に
誘

　
　
　

 

導
す
る
た
め
の
戦
略

　

観
光
客
を
ま
ち
な
か
に
誘
導
す
る
た
め
の

各
方
面
の
玄
関
口
を
設
置
し
、
中
心
市
街
地

に
誘
導
す
る
手
段
や
対
策
を
戦
略
的
に
行
う
。

　
　
　

 

ま
ち
な
か
を
回
遊
さ
せ
る
た

　
　
　

 

め
の
戦
略

　

市
民
や
観
光
客
が
ま
ち
な
か
を
散
策
で
き

る
よ
う
な
ル
ー
ト
及
び
拠
点
を
設
け
、
た
く

さ
ん
の
人
々
が
ま
ち
な
か
を
回
遊
す
る
対
策

を
講
じ
る
。

　

公
表
し
た
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月

か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載
し

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。
皆

様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
で
さ
ら
に
検
討

を
重
ね
、
よ
り
よ
い
計
画
と
し
魅
力
あ
る
竹

田
城
下
町
へ
再
生
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

〔
意
見
募
集
期
間
〕

　

８
月
１
日
㈮
〜
８
月
20
日
㈬

（
計
画
は
、
総
合
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

前
で
も
縦
覧
し
ま
す
）

●
お
問
い
合
せ　

　

竹
田
市
総
合
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー　

　

☎
６
３
―
１
１
１
１
（
内
線
２
９
１
）

戦　略

１
戦　略

２
■中心市街地の基本的骨格構成
　「まちづくり基本方針」

骨格構成 整　備　の　方　向

広 域 交 流 拠 点
広域からの利用者を対象と
して、観光客や市民が交流で
きる空間を形成する。

エントランス拠点
岡城跡へのエントランス空
間として、案内や休憩場所と
して活用する。

ふれあい交流拠点 市民と観光客がふれあえる
場所として活用する。

地 域 交 流 拠 点 地域住民や市民の交流活動
の場として活用する。

歴 史・ 観 光 資 源 歴史文化施設であり、観光活
用できる整備を行う。

視点場・憩い空間 中心市街地の癒しのスポッ
トとして観光利用に活かす。

交通エントランス
観光客の交通拠点として、駐
車場や公共交通への乗り換
えなどの整備を行う。

歴 史 回 廊 軸
竹田の風情を感じられる回
遊軸として、歩行者空間の整
備や案内整備を充実する。

自 然 回 遊 軸
自然を満喫し、街並みや歴史
を感じながら、日常的に散策
できる歩行者空間とする。

城下町まちづくり基本計画図

文化会館広域
交流拠点　　

花水月広域交流拠点

街の駅広域交流拠点

岡城跡エントランスゲート

岡城跡広域交流拠点
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熱
い
「
観
光
戦
略
会
議
」

　

最
近
、「
Ｊ
Ｒ
Ｄ
Ｃ
」
や
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
い
う
言
葉
を
耳

に
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ

グ
ル
ー
プ
６
社
（
Ｊ
Ｒ
九
州
、
西
日
本
、
東

海
、
東
日
本
な
ど
）
を
中
心
に
、
関

係
団
体
や
旅
行
会
社
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、

日
本
旅
行
な
ど
）
が
共
同

で
行
う
「
国
内
最
大
級
の

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

こ
と
を
総
称
し
て
呼
ん
で
い
ま

す
。Destination

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
（
目
的
地
・
行
き
先
）
とCam

paign

キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
宣
伝
戦
）
の
合
成
語
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
頭
文
字
を
取
っ
て
「
Ｄ
Ｃ
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

　

６
月
13
日
か
ら
９
月
13
日
の
３
か
月
間
、

山
形
県
に
お
い
て
、「
山
形
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

来
年
７
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
の
３
か
月

間
、
大
分
県
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、

現
在
、
プ
レ
Ｄ
Ｃ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
竹
田
市
で
は
、
こ
の
Ｄ
Ｃ
を
き
っ

か
け
に
、
既
存
の
観
光
素
材
の
磨
き
上
げ
を

す
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
観
光
素
材
に
な
り

得
る
場
所
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
掘
り
起
こ
し

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
、
商

工
会
議
所
、
商
工
会
な
ど
の
関
係
団
体
で
構

成
す
る
「
竹
田
市
観
光
戦
略
会
議
」
を
設
置

し
、
定
期
的
に
幅
広
い
意
見
交
換
、
取
組
方

法
の
議
論
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
地
域
の
特
性
を
把
握
し
、
そ
の
中

で
浮
か
び
あ
が
っ
た
課
題
の
解
消
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
久

住
高
原
に
あ
る
観
光
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

問
題
。
マ
イ
カ
ー
を
ご
利
用
の
観
光
客
の
皆

さ
ん
は
、
周
遊
が
で
き
ま
す
が
、
公
共
交
通
、

特
に
Ｊ
Ｒ
を
ご
利
用
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
は
、

乗
り
継
ぎ
、
地
理
的
不
安
や
交
通
費
が
ネ
ッ

ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
Ｄ
Ｃ
を
き
っ
か
け
に
、
今
ま
で
久

住
高
原
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
皆

さ
ん
へ
の
誘
客
を
狙
っ
て
、
周
遊
観
光
ツ

ア
ー
バ
ス
を
走
ら
せ
る
こ
と
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
、
竹
田
市

の
素
晴
ら
し
さ
、
楽
し
み
方
を
全
国
に
発
信

す
る
と
と
も
に
、
旅
行
会
社
の
団
体
ツ
ア
ー

旅
行
商
品
の
造
成
や
、
個
人
旅
行
の
誘
致
な

ど
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
と

おおいた県おおいたデスティネーションキャンペーン
【開催期間】平成27年7月1日（水）～9月30日（水）

http://www.onsenkenoita-dc.jp/

??
何

な

ん

デ
ス
ティ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　  

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
っ
ち

↑全国大手のエージェントが集結

全国宣伝販売促進会議

←エクスカーション（現地視察）
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デスティネーションキャンペーンっち何
なん

??

な
っ
て
き
ま
す
。

　

今
年
９
月
３
日
に
は
、
大
分
県
と
Ｊ
Ｒ
九

州
が
主
催
し
、
全
国
の
大
手
旅
行
会
社
42
社

４
０
０
名
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
旅
行
商
品
開

発
責
任
者
）
を
別
府
市
の
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

に
招
き
、
全
国
宣
伝
販
売
促
進
会
議
、
商
品

商
談
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
９
月
４
日
・
５
日

の
１
泊
２
日
の
日
程
で
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を

対
象
に
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン（
現
場
視
察
会
）

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
に
、
竹
田
市
の
魅
力
を

旅
行
会
社
に
売
り
込
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

プ
ロ
の
目
線
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が

ら
、
人
脈
を
作
り
、
来
年
以
降
の
観
光
客
誘

客
に
繋
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
国
に
「
竹
田
」
を
売
り
出
す

最
大
の
チ
ャ
ン
ス
！

　

プ
レ
Ｄ
Ｃ
期
間
中
と
い
う
こ
と
で
、
Ｊ
Ｒ

グ
ル
ー
プ
の
車
内
誌
や
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
な

ど
で
「
竹
田
市
」
の
記
事
が
数
多
く
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年
の
Ｄ
Ｃ
各
種
ポ

ス
タ
ー
や
電
車
の
中
吊
り
広
告
な
ど
で
、
竹

田
市
の
観
光
素
材
が
選
ば
れ
、
全
国
の
Ｊ
Ｒ

駅
、
電
車
内
で
３
か
月
間
掲
示
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
通
常
の
広
告
掲
載
料
で

換
算
す
る
と
数
億
円
も
か
か
る
も
の
を
、
Ｄ

Ｃ
と
い
う
こ
と
で
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
が
無
料

で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
頂
け
る
の
で
す
か

ら
、
全
国
に
「
竹
田
市
」
を
売
り
出
し
て
い

く
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
、「
お
も
て
な
し
」
を
検
討
し
て
い
く
必

要
性
が
あ
り
ま
す
。

　

観
光
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
竹

田
市
民
の
日
々
の
生
活
の
営
み
が
、
魅
力
を

生
み
、
そ
の
輝
き
が
素
材
と
な
り
、
そ
れ
を

楽
し
ん
で
頂
く
こ
と
が
「
観
光
」
で
あ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
田
植
え
を
し
て
、
草
を
切
り
、

野
焼
き
を
す
る
か
ら
こ
そ
、
素
晴
ら
し
い
田

園
風
景
や
壮
大
な
高
原
が
維
持
さ
れ
、
脈
々

と
続
く
歴
史
文
化
を
後
世
に
守
り
伝
え
る
こ

と
で
、
貴
重
な
伝
統
芸
能
や
文
化
財
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

ま
ず
は
、
Ｊ
Ｒ
Ｄ
Ｃ
が
あ
る
か
ら
で
は
な

く
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
き
っ
か
け
に
私

た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
で
き

る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
始
め
ま
し
ょ
う
。
例

え
ば
、
行
っ
た
こ
と
の
な
い
施
設
を
訪
問
し
、

食
事
を
楽
し
み
、
竹
田
市
を
も
っ
と
知
る
こ

と
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
家

の
前
に
観
光
客
の
皆
さ
ん
が
道
に
迷
っ
て

困
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
丁
寧
に
道

を
教
え
て
頂
き
、
最
高
の
笑
顔
で
「
お
気
を

つ
け
て
。
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
対
応
す

る
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
対

応
は
そ
の
方
に
と
っ
て
最
高
の
お
も
て
な
し

と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、「
も

う
一
度
、
竹
田
市
に
行
っ
て
み
た
い
ね
ぇ
」

に
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
Ｄ
Ｃ
に
つ
い
て
の
詳
し
い
お
問
い

合
せ
は
竹
田
市
商
工
観
光
課
（
☎
６
３
―

４
８
０
７
）
ま
で

ＪＲＤＣ実証実験！久住高原周遊観光ツアーバスが走ります！

【実験期間】８月15日㈮～24日㈰事前予約制

【周遊コース】
10:00発　　　　　　　　10：30発　　　　　　10：40発　　　　  　
道の駅「ながゆ温泉」　⇒　竹田温泉花水月　⇒　JR豊後竹田駅　⇒　

11：15着／12：45発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
くじゅう花公園（選べる：くじゅう花公園・ココペリウエスタンライディング・久住ワイナリー）　⇒

12：50発　　　　　 13：00着／13：50発　　 　14：15着／14：55発　　　　　 15：15着／15：35発　　　
久住ワイナリー　⇒　ガンジー牧場　⇒　くじゅう水泉郷地ビール村　⇒　スカイパークあざみ台　⇒

15：55着／16:00発　　　16：35着予定　　　 16：40着予定　　　　 17:10着予定　　　　
くじゅう花公園　⇒　　JR豊後竹田駅　⇒　竹田温泉花水月　⇒　道の駅「ながゆ温泉」

【旅行代金】　大人（中学生以上）3,500円　小学生以上1,500円　小学生未満無料
　　　　　　領収日及びその翌日どこで乗っても降りてもＯＫ！（事前予約の際にお知らせく

ださい）
【募集人員】　25名
【そ　の　他】　旅行代金には、有料施設入場料・食事代は含まれません。

　　　　　　なお、このツアー参加者には各施設の特典があります。詳しくはチラシを参照く
ださい。

【予約・お問い合せ】　竹田市観光ツーリズム協会　☎0974-63-0585
　　　　　　　　　　http://www.taketan.jp/
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６
月
13
日
、「
第
47
回
全
農
乾
椎

茸
品
評
会
」（
主
催
・
全
国
農
業
協

同
組
合
連
合
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

久
住
町
栢
木
の
加
藤
誠
さ
ん
・
雅

美
さ
ん
ご
夫
妻
は
、
こ
う
し
ん
中
葉

中
肉
の
部
で
「
農
林
水
産
大
臣
賞
」、

こ
う
し
ん
大
葉
中
肉
の
部
で
「
林
野

庁
長
官
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
記
録
的
な
大
雪
等
の
天
候

に
よ
る
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、
加

藤
さ
ん
は
良
品
採
取
に
力
を
注
ぎ
、

乾
燥
作
業
を
丁
寧
に
行
い
、
素
晴
ら

し
い
品
を
揃
え
ま
し
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
「
椎
茸
の
単
価
を
上

げ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
品
質
の
良

さ
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
加
藤
家
の
成
績
は
、

農
林
水
産
大
臣
賞
・
10
回
、
林
野
庁

長
官
表
彰
・
21
回
を
誇
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
Ｊ
Ｒ
九
州
な
な
つ
星
」

で
採
用
さ
れ
て
い
る
乾
シ
イ
タ
ケ
然

り
、
あ
の
辰
巳
芳
子
さ
ん
指
南
の

ス
ー
プ
は
、
す
べ
て
加
藤
家
の
も
の

が
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
親
子

二
代
で
築
き
上
げ
た
実
績
は
、
全
国

区
な
の
で
す
。

　

椎
茸
栽
培
に
お
け
る
素
晴
ら
し
い

ご
活
躍
は
、
市
民
に
大
き
な
活
力
を

与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

加藤誠さん・雅美さんご夫妻

農　業

加
藤
誠
さ
ん
が「
農
林
水
産
大
臣
賞
」

　

竹
田
市
議
会
第
２
回
臨
時
会
に

お
い
て
、
歳
入
歳
出
と
も
に
２
、

８
０
５
万
５
千
円
増
額
さ
れ
た
本
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）。

　

予
算
措
置
さ
れ
た
主
な
も
の
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

●
農
村
回
帰
の
拡
充

◇
過
疎
地
域
等
自
立
活
性
化
推
進
事

業
【
国
１
千
万
円
、市
１
８
９
万
２
千
円
】

（
１
、１
８
９
万
２
千
円
）

◇
地
域
力
創
造
の
た
め
の
起
業
者
定

住
促
進
モ
デ
ル
事
業

【
国
４
２
７
万
７
千
円
、
市
２
０
万

６
千
円
】　　

   （
４
４
８
万
３
千
円
）

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
開
発
、

外
部
専
門
家
の
現
地
指
導
等
を
通
じ

た
移
住
定
住
、
起
業
・
創
業
の
実
現

に
よ
っ
て
地
域
活
性
化
を
図
り
、
新

た
な
ブ
ラ
ン
ド
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
確
立
を
図
り
ま
す
。

●
子
育
て
環
境
の
充
実

◇
病
児
・
病
後
児
保
育
委
託
料

【
県
２
２
６
万
６
千
円
、市
１
１
３
万

４
千
円
】　　
　
　

 （
３
４
０
万
円
）

◇
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
施
設
整

備
費
補
助
金　
【
市
５
０
０
万
円
】

　

病
気
の
子
ど
も
は
保
育
所
に
預
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
児
童
が
病

中
ま
た
は
病
気
の
回
復
期
に
あ
っ

て
集
団
保
育
が
困
難
な
期
間
、
保
育

及
び
看
護
ケ
ア
を
行
う
と
い
う
保
育

サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
「
ど
う
し
て
も
仕

事
を
休
む
こ
と
が
で
き
な
い
働
く

親
」
を
支
援
し
ま
す
。

■
そ
の
他
補
正
内
容

◇
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
に
よ
る
地

域
活
性
化
モ
デ
ル
事
業

　
　
　
　
　
【
国
２
２
８
万
円
】

　

市
外
小
学
校
が
、
竹
田
市
で
行
う

農
林
漁
業
体
験
や
宿
泊
体
験
活
動
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す
。

◇
七
里
田
温
泉
館
維
持
補
修
工
事

　
　
　
　
　
　
【
市
１
０
０
万
円
】

■
補
正
後
の
予
算
額

　

２
０
１
億
９
、９
５
９
万
４
千
円

大
雪
に
も
負
け
ぬ
、
高
い
栽
培
技
術
！

おおいた新規就農セミナー・相談会
　農業に興味がある方、新しく農業を始めたい
方を対象にした相談会です。総合相談窓口の他、
市町、団体、県立農業大学校等のブースで個別
にご相談いただけます。是非お気軽にご参加く
ださい。
　日　時　８月16日㈯　11：00～16：00
　　　　　　　　 セミナー…11：00～12：30
　　　　　　　　 相談会……12：30～16：00
　場　所　ホルトホール大分 大会議室（大分市）
　※事前申込み不要／参加料無料
　主　催／大分県農業農村振興公社・大分県
●お問い合せ　（公社）大分県農業農村振興公社
　☎097-535-0400　または大分県農山漁村・担

い手支援課　☎097-506-3586
　〔ホームページ〕　www.kinari.ne.jp （「大分県

きなり」で検索）

　  攻めの農業実践緊急対策事業　  
　「攻めの農業実践緊急対策事業」は、低コスト・
高収益な産地体系への転換を加速化するため
に、簡易な排水対策に必要な費用を支援するも
のです。
○担い手への農地の集積
○作業の集約に必要な大型農業機械のリース導

入
○非担い手の高収益作物への転換に必要な機

械・機器等のリース導入及びパイプハウス用
の資材購入

※詳細につきましては下記までお問い合わせく
ださい。

※大分県農業再生協議会の予算の範囲内で実施
します。

●お問い合せ　竹 田 市 農 政 課  ☎63-4805
　　　　　　　荻支所産業建設課  ☎68-2215
　　　　　　　久住支所産業建設課  ☎76-1115
　　　　　　　直入支所産業建設課  ☎75-2215

竹
田
市
議
会
第
２
回
臨
時
会
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　６月30日、株式会社翼（麻生雅憲代表取締役）
様と、宿泊施設経営用の市有地「久住町大字栢
木字高蛙6049番地１（６万6197㎡のうち、１万
9006㎡）」の土地賃貸借契約を締結しました。
　貸付期間は平成31年３月31日までの５年間。同
社は現在の温泉旅館を引き継ぎ、経営をスタートし
ます。

　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
と
は
、「
親
が

親
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
に
基
づ
く
活
動
で
す
。
未
就

学
児
が
い
る
家
庭
に
、
週
１
回
約
２

時
間
程
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ホ
ー
ム

ビ
ジ
タ
ー
）
が
訪
問
す
る
イ
ギ
リ
ス

発
祥
の
家
庭
訪
問
型
子
育
て
支
援
で

す
。
育
児
の
悩
み
の
傾
聴
（
話
を
聴

く
）
や
家
事
や
育
児
の
協
働
（
と
も

に
何
か
を
す
る
）
を
行
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
タ
ー
に
な
る
た
め
に
は
、
養

成
講
座
（
全
８
回
）
の
受
講
が
必
須
。

原
則
と
し
て
全
日
程
に
出
席
で
き
る

方
、
終
了
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動

で
き
る
方
を
募
集
。
経
験
を
生
か
し
、

子
育
て
を
頑
張
る
お
母
さ
ん
を
応
援

し
ま
せ
ん
か
？

対　
象　
者　

子
育
て
経
験
の
あ
る
方

な
ら
年
齢
問
わ
ず

募
集
人
数　

16
名　

※
受
講
無
料

講
座
日
程　

10
月
８
日
～
11
月
25

日
（
予
定
）　
（
10
／
８
、
10
／
14
、

10
／
22
、
10
／
28
、
11
／
５
、
11

／
11
、
11
／
18
、
11
／
25
）

会　
　

場　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー

募
集
締
切　

９
月
10
日
㈬
ま
で

●
お
問
い
合
せ

　

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
「
夢
と
ん
ぼ
」

　

☎
６
３
―
１
１
８
６

　

竹
田
市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
６
３
―
４
８
１
１

  
保
険
関
連
情
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■ 
交
通
事
故
等
に
あ
っ
た
時

  

に
は
、
必
ず
届
出
を
！

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
加

入
者
が
交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な

ど
、
第
三
者
（
加
害
者
）
の
行
為

に
よ
っ
て
治
療
を
受
け
た
場
合
、

そ
の
治
療
費
は
加
害
者
が
全
額
負

担
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　

し
か
し
、
届
出
を
す
る
と
国
保

で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、国
保
が
、加
害
者

に
代
わ
っ
て
一
時
的
に
治
療
費
を

立
替
え
て
支
払
い
、
後
で
加
害
者

に
そ
の
立
替
え
分
を
請
求
し
ま
す
。

　

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
て
し

ま
う
と
、
国
保
が
使
え
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
示
談
を

す
る
前
に
、
必
ず
竹
田
市
保
険
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
届
出
に
必
要
な
も
の

　

印
か
ん
、
保
険
証
、
事
故
証
明

書
（
交
通
事
故
の
場
合
）

○
届
出
先　

　

竹
田
市
保
険
課
、
ま
た
は
各
支

所
い
き
い
き
市
民
課

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
保
険
課　

国
保
・
高
齢

者
医
療
係　

☎
６
３
―
１
１
１
１

（
内
線
１
３
５
・
１
３
６
・
１
３
７
）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

■ 

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
！

―
不
審
な
電
話
・
訪
問
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
―

　

全
国
各
地
で
、
還
付
金
詐
欺
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
・

日
本
年
金
機
構
・
市
役
所
・
広
域

連
合
の
職
員
を
装
い
「
年
金
の
払

い
戻
し
が
あ
る
」「
医
療
費
の
戻

り
が
あ
る
」
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
等
を
だ
ま
し
取
ら
れ
た
り
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
に
誘
導
さ
れ
口
座
か
ら
現
金

を
引
き
出
さ
れ
た
り
と
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
に
思
わ
れ
た
時
は
、
す
ぐ

に
竹
田
市
保
険
課
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク  

　
医
薬
品
）
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
開
発

に
は
、
長
い
年
月
と
莫
大
な
費
用

が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
一
定

の
期
間
、
特
許
で
守
ら
れ
て
お
り
、

値
段
も
高
い
で
す
。

　

一
方
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

は
、
そ
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
発

売
さ
れ
ま
す
。
先
発
医
薬
品
と
同

じ
有
効
成
分
、
同
じ
効
能
・
効
果

を
も
つ
医
薬
品
で
、
先
発
医
薬
品

に
比
べ
て
低
価
格
で
手
に
い
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
先
発
医
薬
品
よ
り
安
価
で
、
経

済
的
で
す
。
患
者
さ
ん
の
自
己

負
担
の
軽
減
、
医
療
保
険
財
政

の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
効
果
や
安
全
性
は
、
先
発
医
薬

品
と
同
等
で
す
。

　

国
で
は
、
後
発
医
薬
品
が
先
発

医
薬
品
と
同
レ
ベ
ル
の
品
質
・
有

効
性
・
安
全
性
を
有
す
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
、
欧
米
と
同
様
の
基

準
で
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　

ま
ず
は
診
察
の
時
に
医
師
や
薬

剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
直

接
言
い
づ
ら
い
方
は
、
７
月
に
送

付
し
ま
し
た
新
し
い
保
険
証
に
同

封
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
の
し
お

り
」
に
貼
付
し
て
お
り
ま
す
「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

を
医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ  

大
分
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合  

☎
０
９
７
―

５
３
４
―
１
７
７
１
（
代
表
）

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト「
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
募
集
」

株式会社翼と「土地賃貸借契約」を締結

 ↑翼の麻生雅憲代表取締役ご夫妻と〔左から２番目〕、立会人の牧
野組合の五ヶ組代表者、古庄俊泰さん 〔右から１番目〕
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市長コラム
〈第60回〉

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるのは、
偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪れ、
竹田高校で講演した川端との縁は、
まさに目には見えない力だけれど、
神の配剤としか思えない。

←７月７日、チェノットゥ駐
日大使の歓迎式（市本庁舎）。
教会の復活を祈ってくれる
ことだろう

　

盆
が
近
づ
い
て
き
た
。「
あ
の
世
は
あ
る
ん
じ
ゃ
ろ
う
か
」、

「
い
や
、
わ
し
ゃ
ま
だ
死
ん
だ
こ
と
が
ね
え
き
、
わ
か
ら
ん
」。

笑
い
を
誘
う
問
答
も
身
近
に
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

結
界
を
越
え
て『
あ
の
世
』に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
人
に
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
最
後
が
あ
る
。

　

家
族
に
看
取
ら
れ
て
大
往
生
を
遂
げ
た
人
は
別
と
し
て
、

病
魔
に
侵
さ
れ
苦
し
み
な
が
ら
息
を
引
き
取
っ
た
人
や
、
事

件
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
突
然
に
亡
く
な
っ
た
人
は
、
本
人

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
残
さ
れ
た
家
族
も
あ
き
ら
め
切
れ
な

い
も
の
だ
。
さ
ら
に
、
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
戦
場
に
お
い

て
凶
弾
に
倒
れ
た
人
や
、
身
に
覚
え
の
な
い
罪
を
着
せ
ら
れ

て
処
刑
台
に
立
っ
た
人
、
理
想
と
す
る
思
想
や
宗
教
を
拒
絶

さ
れ
て
命
を
奪
わ
れ
た
人
な
ど
失
意
の
中
で
去
っ
て
い
っ
た

人
た
ち
の
こ
と
を
思
う
と
胸
が
痛
む
。

　

先
月
、
竹
田
市
を
訪
れ
て
く
れ
た
バ
チ
カ
ン
市
国
の
ジ
ョ

ゼ
フ
・
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
駐
日
大
使
は
、
殿
町
の
キ
リ
シ
タ
ン

洞
窟
礼
拝
堂
や
当
時
朽く

網た
み

と
呼
ば
れ
た
土
地
に
あ
る
Ｔ
型
墓

碑
を
見
学
し
、
鏡
の
処
刑
場
跡
地
に
も
立
ち
寄
っ
て
行
か
れ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
で
記
念
植
樹
を
い
た
だ
い
た
が
、
布

教
活
動
に
命
を
懸
け
た
宣
教
師
た
ち
に
対
し
、
大
使
は
ど
ん

な
思
い
を
め
ぐ
ら
さ
れ
た
か
。
少
な
く
と
も
、
竹
田
地
方
の

キ
リ
シ
タ
ン
文
化
に
大
き
な
興
味
を
抱
い
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
確
か
で
、
竹
田
市
民
に
と
っ
て
未
来
に
向
け
た
取
り
組

み
の
方
向
性
が
見
え
た
の
は
何
よ
り
の
成
果
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

そ
の
方
向
性
と
は
…
…
。
厳
し
い
弾
圧
の
下
、
悔
し
い
最

期
を
遂
げ
た
信
者
た
ち
へ
の
鎮
魂
歌
が
新
た
な
希
望
を
生
も

う
と
し
て
い
る
。
布
教
の
厳
し
さ
や
命
を
落
と
し
た
悔
し
さ

が
、
い
ま
夢
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
そ
の

ひ
と
つ
が
、
資
料
館(

教
会)

の
復
活
で
あ
る
。
大
使
の
来
竹
に

よ
り
、
豊
後
で
初
め
て
の
教
会
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う
史
実

に
基
づ
い
て
の
市
民
運
動
が
始
ま
っ
た
。
近
い
う
ち
に
世
界

中
に
広
が
り
を
見
せ
る
運
動
体
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
。
私
ご
と
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
先
日
母
を
亡
く

し
た
。
米
寿
を
越
え
て
の
大
往
生
で
あ
っ
た
か
ら
運
命
に
感

謝
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
母
が
逝
っ
て
、
す
ぐ
に
思
い
起

こ
し
た
の
は
父
親
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
父
は
壮
絶
な
癌
と
の

闘
い
の
末
に
56
歳
と
い
う
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
20
歳

だ
っ
た
私
は
、
年
を
追
う
ご
と
に
寂
し
さ
や
悔
し
さ
が
増
す

の
で
あ
っ
た
が
、
そ
ん
な
息
子
を
慰
め
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
見
つ
か
っ
た
。
大
学
ノ
ー
ト
に
綴
ら
れ
て
い
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
は
こ
う
あ
っ
た
。「
自
分
に
で
き
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
悔
い
を
残
す
の
で
は
な
く
、
で
き
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
次

代
に
託
せ
る
。
そ
れ
が
夢
と
い
う
も
の
だ
」と
あ
っ
た
。
闘
病

日
記
に
自
ら
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
綴
ら
れ
て
い
た
。

　

父
は
夢
多
き
人
だ
っ
た
。
観
光
バ
ス
を
走
ら
せ
、
ダ
ム
湖

に
キ
ャ
ン
プ
場
を
開
設
し
、
そ
し
て
大
船
登
山
を
企
画
し
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
芹
川
ダ
ム
の
ハ
エ
釣
り
大
会
を
成
功
さ
せ
、

長
湯
温
泉
に
高
温
の
泉
脈
を
見
つ
け
た
。
ま
だ
ま
だ
や
り
た

い
こ
と
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
覚
悟
を
決
め
た

日
か
ら
、
悔
い
を
残
さ
ず
次
代
に
夢
を
か
け
る
と
い
う
楽
し

み
を
ひ
と
り
生
み
出
し
た
よ
う
だ
。

　

果
た
し
て
。
そ
の
夢
は
地
域
遺
伝
子
と
な
っ
て
、
今
地
域

を
導
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
『
死
者
は
生
き
て
い
る
人
々
を
愛
し
て
く
れ
る
』と
い
う
格

言
が
あ
る
。
結
界
を
越
え
て
行
っ
た
人
た
ち
は
、
き
っ
と
地

域
に
夢
が
花
開
く
こ
と
を
願
っ
て
く
れ
て
い
る
は
ず
だ
。
そ

し
て
、
天
空
か
ら
私
た
ち
の
こ
と
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る

と
思
う
。

死
者
は
生
き
て
い
る
人
々
を
愛
し
て
く
れ
る

悔
い
を
残
す
の
で
は
な
く
夢
を
託
せ
る
喜
び
の
こ
と

ー

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
さ
ん
を
竹
田

市
・
ド
イ
ツ
事
務
所
長
に
任
命

　

平
成
21
年
か
ら
国
際
交
流
員
と
し
て

勤
務
さ
れ
た
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ケ
ー
ル

さ
ん
が
新
た
な
活
躍
の
場
を
ド
イ
ツ
・

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
あ

た
り
、「
竹
田
市
・
ド
イ
ツ
事
務
所
長
」

に
任
命
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
。
７
月
24

日
、
任
命
式
が
市
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ケ
ー
ル
ド
イ
ツ
事

務
所
長
は「
竹
田
で
の
生
活
は
、
私
の

人
生
の
中
で
最
も
素
晴
ら
し
い
経
験
で

し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
成
長
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
竹
田
市
の
ド

イ
ツ
事
務
所
長
に
な
る
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
、
誇
り
で
す
。
ま
ず
は
昨
年
の

瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
声
楽
コ
ン
ク
ー

ル
優
勝
者
の
初
め
て
の
受
入
れ
、
そ
し

て
独
日
協
会
に
入
っ
て
、
竹
田
と
の
交

流
を
深
め
ま
す
。
活
躍
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
！
」と
、
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

↑活躍を誓うクラウディアドイツ事務所長（写真中央）



13 2014年８月発行

今月のひと

　

山
田
愛
さ
ん
は
、
５
月
31
日
、
６
月
１
日

に
開
催
さ
れ
た
大
分
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
・
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
少
年
女
子
立
射
競

技
に
て
３
位
（
大
会
新
）
に
入
賞
し
、
全
国

大
会
（
７
月
28
日
～
30
日
・
広
島
県
）
の
出

場
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
同
大
会
、ビ
ー
ム
・

ピ
ス
ト
ル
少
年
女
子
40
発
競
技
で
１
位
（
大

会
新
）
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
時
代
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
。
高
校
で

は
４
つ
上
の
兄
翔
太
さ
ん
の
影
響
も
あ
り
、

ラ
イ
フ
ル
射
撃
部
に
興
味
を
持
ち
、
入
部
を

決
意
。
わ
ず
か
１
年
で
急
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

専
門
と
し
て
い
る
の
は
「
デ
ジ
タ
ル
・
ピ

ス
ト
ル
（
ビ
ー
ム
・
ピ
ス
ト
ル
）」。
光
セ
ン

サ
ー
が
仕
掛
け
ら
れ
た
的
を
、
弾
丸
の
代
わ

り
に
微
弱
な
赤
外
線
レ
ー
ダ
ー
光
線
で
撃
つ

射
撃
競
技
で
す
。

　
「
撃
て
ば
撃
つ
ほ
ど
、
今
ま
で
の
自
分
の

記
録
を
超
え
る
の
が
面
白
い
。
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
け
た
ら
と
思
う
」

　

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
心
乱
れ
る
こ
と

な
く
、
動
作
を
繰
り
返
す
の
は
容
易
く
あ

り
ま
せ
ん
。
１
発
１
発
に
全
神
経
を
集
中
し
、

高
得
点
が
出
た
時
の
爽
快
感
、
こ
れ
が
最
大

の
魅
力
な
の
で
し
ょ
う
。

　

全
国
大
会
で
は
「
緊
張
感
を
保
ち
つ
つ
、

楽
し
み
な
が
ら
撃
つ
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い

な
」
と
、
抱
負
を
語
っ
た
愛
さ
ん
。

　

次
は
、
今
月
末
に
行
わ
れ
る
「
国
体
九
州

予
選
」（
高
校
生
の
部
・
正
式
種
目
）
が
控

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
夢
の
舞
台
へ
の
挑

戦
は
続
き
ま
す
。

「
射
撃
は
私
の
高
校
生
活
を
楽
し
く
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
」

↑重さ５kgあるライフル銃。姿勢を維持
するために必要な射撃用スーツを着用
します

第52回全国高等学校ライフル射撃競技選手権大会
（ビーム・ライフル立射40発競技）、

第40回全日本ライフル射撃競技選手権大会
（ビーム・ピストル立射女子40発）に出場

（大分県立由布高校２年・直入中学校出身）

山
や ま

田
だ

　愛
め ぐ み
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楽
聖･

瀧
廉
太
郎
を

偲
ん
で

　

楽
聖
・
瀧
廉
太
郎
の
命
日
に
あ

た
る
６
月
29
日
、 

瀧
廉
太
郎
の
歌
を

う
た
う
会（
後
藤
誠
子
代
表
）主
催 

「
１
１
２
回
忌
追
悼
祭
」が
瀧
廉
太
郎

記
念
館
の
蔵
で
行
わ
れ
、
あ
ら
た
め

て
瀧
廉
太
郎
の
功
績
を
偲
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、 

命
日
を
前
に
し
た
27
日
、

瀧
廉
太
郎
の
母
校
・
竹
田
小
学
校
で
、

顕
彰
行
事「
第
51
回
瀧
祭
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

佐
藤
茉
優
さ
ん（
大
分
県
立
雄
城

台
高
校
３
年
・
久
住
中
学
校
出
身
）

は
８
月
１
日
㈮
、
山
梨
県
中
銀
ス

タ
ジ
ア
ム（
山
梨
県
）で
開
催
さ
れ
る

「
平
成
26
年
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
陸
上
競
技
大
会　

秩
父
宮
賜

杯
第
67
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競

技
対
校
選
手
権
大
会
」（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）に
出
場
し
ま
す
。

　

円
盤
投
を
始
め
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
同
じ
種
目
で
輝
か

し
い
成
績
を
残
し
た
、
同
校
卒
業
の

姉
・
菜
央
美
さ
ん
と
兄
・
翔
太
郎
さ

ん
の
影
響
も
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

　

高
校
生
活
最
後
の
年
、
県
体
会
２

位
、
九
州
大
会
４
位
入
賞
と
好
調
を

キ
ー
プ
し
た
ま
ま
、
初
め
て
の
全
国

の
舞
台
に
挑
み
ま
す
。

　
「
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
す
る
姿
を

み
な
さ
ん
に
見
せ
た
い
。
全
力
を

出
し
切
り
ま
す
！
」と
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

↑「会々」チームのみなさん

佐
さ

藤
と う

茉
ま

優
ゆ

さんがインターハイ
陸上・女子円盤投に出場！

↑「トンネルズ宮砥」チームのみなさん

ソフトボール市代表２チーム決定！

友情深まる「ホタルの里帰り」

　７月11日、平成26年度大分合同新聞社
旗争奪自治会対抗ソフトボール大会竹田
市代表決定戦が竹田市総合運動公園多目
的広場で開催されました。
　各地域の自治会対抗ソフトボール大会
を勝ち抜いたチームによる熱戦が繰り広
げられ、「トンネルズ宮砥」「会々」の２チー
ムが市代表に決定しました。
　両チームは８月30、31日に豊後大野市
で行われる中央大会に出場します。 

　７月19日、55回目の「ホタルの里帰り」集
会が竹田小学校で行われました。
　清明あけぼの学園の子どもたちが大事にお
世話をして、蛍の卵から孵化した幼虫を持っ
てきてくれました。
　午後には、学園のみなさんと竹田小５年生
児童代表で蛍を採取した濁淵川に、幼虫を放
流しました。両校の蛍交流によって、これか
らも友情の輪が広がることを期待しています。

竹田かわら版
T O W N  T O P I C S

↑献花を捧げる参列者のみなさん（瀧廉太郎追悼祭）

↑会場全員合唱で「荒城の月」（瀧祭）

　

小
川
慎
太
郎
さ
ん（
竹
田
警
察
署

地
域
課
）が
８
月
16
日
㈯
、
17
日
㈰

に
熊
本
県
・
八
代
農
業
高
校
で
開

催
さ
れ
る「
平
成
26
年
国
民
体
育
大

会　

第
34
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」

ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ（
成
年
男

子
）69
㎏
級
に
出
場
し
ま
す
。

　

竹
田
の
安
心
安
全
の
た
め
に
日
夜

勤
務
を
全
う
す
る
小
川
さ
ん
が
大
分

県
国
体
出
場
枠
を
懸
け
て
、
全
力
で

挑
み
ま
す
。

国
体
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会「
ウ
ェ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
」に
出
場
す
る

小お

川が
わ

慎し
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん
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７
月
20
日
、
新
鮮
で
甘
く

て
美
味
し
い
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
の
収
穫
を
祝
い「
竹
田
市

と
う
き
び
フ
ェ
ス
タ 

ｉ
ｎ 

菅

生
」が
道
の
駅「
す
ご
う
」駐
車

場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

菅
生
小
学
校
３
年
生
の
児

童
た
ち
が「
宣
伝
隊
」を
結
成

し
、
会
場
内
で
手
づ
く
り
の

チ
ラ
シ
を
配
り
な
が
ら
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
掛
け
声
で
Ｐ

Ｒ
。直
売
・
加
工
品
販
売
コ
ー

ナ
ー
で
は
市
内
外
か
ら
多
く

の
買
い
物
客
が
並
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
新
鮮
な
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
収
穫
体
験
に
も
大
勢

の
家
族
連
れ
が
参
加
を
し
ま

し
た
。

　

淡
窓
伝
光
霊
流
宗
家「
深
田
光
霊

先
生
」の
命
日
に
あ
た
る
７
月
７
日
、

織
女
と
彦
星
が
年
に
一
度
会
え
る

伝
説
に
ち
な
む
行
事「
七
夕
祭
り
」が
、

市
内
向
町
の
深
田
光
霊
記
念
詩
聲
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
ら
ゆ
り
幼
稚
園
児
35
名
を
招
い

て「
子
ど
も
の
部
」を
開
催
。
園
児
た

ち
は「
ひ
ら
が
な
が
う
ま
く
な
り
た

い
」、「
し
ん
か
ん
せ
ん
の
う
ん
て
ん

し
ゅ
に
な
り
た
い
」な
ど
の
願
い
ご

と
を
書
い
た
短
冊
を
笹
の
葉
に
飾
り

付
け
ま
し
た
。

　

館
内
で
は「
た
な
ば
た
さ
ま
」ほ
か

２
曲
を
元
気
よ
く
合
唱
。
ま
た
、
唱

歌
吟「
う
さ
ぎ
と
か
め
」を
参
加
者
全

員
で
歌
い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。 

岩
本
希
さ
ん
が

「
久
住
高
原
の
唄
」日
本
一
に
！

　

７
月
12
日
、
13
日
の
２
日
間
、「
第

17
回
久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大
会
」

が
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
年
、
壮
年
、
青
年
、
少
年
少

女
の
各
４
部
門
に
、
県
内
外
か
ら

１
５
８
名
が
出
場
。
決
勝
大
会
終
了

後
、
少
年
少
女
の
部
を
除
く
各
部
門

の
優
勝
者
に
よ
る
日
本
一
決
定
戦
が

行
わ
れ
、
日
本
一
大
賞
・
日
本
民
謡

協
会
賞
は
青
年
の
部
第
１
位
、
宮
崎

市
の
岩
本
希
さ
ん（
17
歳
・
宮
崎
農

業
高
校
３
年
）が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
通
り〔
敬
称
略
〕

【
第
17
回
久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大

賞
・
日
本
民
謡
協
会
賞
】岩
本
希（
宮

崎
県
）  【
少
年
少
女
の
部
】優
勝
・
後

藤
知
輝（
竹
田
市
） 【
青
年
の
部
】優

勝
・
岩
本
希（
宮
崎
県
） 【
高
年
の
部
】

優
勝
・
吉
田
紘
治（
別
府
市
） 【
壮
年

の
部
】優
勝
・
請
田
美
香（
宮
崎
県
）

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

↑みんなで「たなばたさま」を合唱しました

↑重さ約７kgの氷の塊を受け取る児童代表

↑「この唄は難しいので、とても嬉しい」と
岩本希さん

↑短冊を飾る園児たち

↑多くの買い物客が訪れ、賑わいました

↑「とうもろこしせんでんたい」のゆるキャ
ラ・トッキーくんも駆けつけ宣伝！

貴重な体験！南極の氷をさわったよ

　

６
月
29
日
、
長
年
に
わ
た
っ
て
ラ

グ
ビ
ー
交
流
の
続
く
山
口
県
の「
山

惑
ク
ラ
ブ
」と
、「
竹
田
か
ぼ
す
ク
ラ

ブ
」の
試
合
が
久
住
ス
ポ
ー
ツ
研
修

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
年
長
85
歳
。
40
代
以
上
の
ラ

ガ
ー
マ
ン
た
ち
は
タ
ッ
ク
ル
や
ト
ラ

イ
を
決
め
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　７月８日、海上自衛隊の南極観察船「しら
せ」（砕氷艦）が昨年の観測の際に持ち帰った

「南極の氷」が南部小学校に贈られ、贈呈式及
び体験学習が行われました。
　自衛隊大分地方協力本部募集課の平山敏弥
課長が「学習に役立ててください」と挨拶。児
童たちは、「ぷちぷちと音がしました」、「何
もにおわないよ」、「かき氷にできるのかな？」
と、楽しそうに観察をしていました。

深
田
光
霊
記
念
詩
聲
館

で「
七
夕
祭
り
」

今
年
も
友
情
の

ノ
ー
サ
イ
ド

夏真っ盛り、旬の味覚!!
竹田市特産品スイートコーン
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健康一直線

公
費
負
担
の
対
象
者
が

変
わ
り
ま
す
！

　

肺
炎
は
竹
田
市
の
死
因
の
第
３
位

で
あ
り
、
高
齢
者
の
肺
炎
の
中
で
最

も
頻
度
の
高
い「
肺
炎
球
菌
」と
い
う

細
菌
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

こ
の
う
ち
８
割
に
効
果
が
あ
る
予
防

接
種
が
有
効
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
５
年
程
度
と

さ
れ
て
お
り
、
予
防
効
果
の
ほ
か
に

肺
炎
に
な
っ
た
場
合
で
も
軽
症
で
す

む
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

竹
田
市
で
は
こ
れ
ま
で
75
歳
以
上

の
高
齢
者
に
対
し
て
、
市
独
自
で
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
助
成（
公
費

負
担
）し
て
き
ま
し
た
が
、
10
月
か

ら
は
法
律
に
基
づ
く
予
防
接
種
と
な

り
、
助
成
の
対
象
と
な
る
方
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

　

10
月
か
ら
は
、
65
歳
と
70
歳
が
対

象
に
加
え
ら
れ
ま
す
が
、
５
歳
刻
み

の
節
目
年
齢
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
接
種
期
間
も
３
月
末
ま
で

の
年
度
内
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
接

種
時
期
の
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

生
涯
で
一
度
限
り
の
公
費
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
し
、
自
己
負
担
額
等

に
大
き
な
変
更
は
予
定
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
既
に
75
歳
を
迎
え
て
い
る

方
は
、
９
月
末
ま
で
の
接
種
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。
接
種
時
に
は
、
健

康
保
険
証
や
介
護
保
険
証
な
ど
生
年

月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
を
必
ず
ご

用
意
い
た
だ
く
ほ
か
、
予
約
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
事
前
に
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
外
の
医
療
機
関
で
の
接

種
を
希
望
す
る
方
は
、
竹
田
市
健
康

増
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
健
康
増
進

課（
☎
６
３
―
４
８
１
０
）、
各
支

所
い
き
い
き
市
民
課
ま
で

早
め
の
接
種
が
お
す
す
め

高
齢
者
の
命
を
守
る
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

変更前　　　
９月末日まで

変更後　　　
10月１日から

対　象　者
75歳以上

（接種時の年齢）

65歳・70歳・75歳・80歳・85
歳・90歳・95歳・100歳以上

（年度末の年齢）

　※過去に接種したことがある方は、対象外

自己負担額 4,200円 4,200円程度

市内接種可能医療機関 電話番号
伊藤医院 ７５－２２２２

大久保病院 ６４－７７７７

加藤病院　（※注） ６３－２３３８

加藤内科医院 ６３－２００６

久住加藤医院 ７６－０００８

くどう循環器科・内科 ６３－２３０４

古訓堂黒川クリニック ６３－２３５８

佐藤医院 ６８－２００５

志賀内科 ６３－２０８３

竹田医師会病院　（※注） ６３－３２４１

竹田診療所 ６２－４０１４

道全内科 ６３－２２７０

秦医院	 ６３－２２４６

みはら整形外科クリニック ６２－３８５０

柚須医院 ６３－２０１６
※注：加藤病院と竹田医師会病院は原則として入院患者に限る。

大分県保育士・保育所支援センター開設しました
　大分県保育連合会では大分県から委託を受けて、保育士資格をお持ちで保育
所等で就労されていない方の就職支援や保育所の人材確保支援を行う「保育士・
保育所支援センター」を開設しました。厚生労働大臣の許可を得た、就業紹介事
業者ですので、保育所等での就労を希望される方は、お気軽にご相談ください。
場　　所　大分県総合社会福祉会館３階（大分県保育連合会内）
　　　　　大分市大津町2-1-41　☎097-551-5513
開所日時：月～金（8:30～17:15）※年末年始・祝日を除く
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15
年
以
上
も
続
く
巡
回
健
診
時
の
朝

食
サ
ー
ビ
ス

元
気
茶
屋

　

み
な
さ
ん
、〝
元
気
茶
屋
〟
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？
私
た
ち
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
の「
み
つ
わ
会
」（
久
住
）

と
「
い
で
ゆ
会
」（
直
入
）
が
15
年

以
上
も
続
け
て
い
る
、
地
区
巡
回
健

診
時
の
朝
食
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
。

朝
ご
は
ん
を
抜
い
て
健
診
を
受
け
た

み
な
さ
ん
に
、
お
に
ぎ
り
と
減
塩
み

そ
汁
を
出
し
て
、
家
庭
の
み
そ
汁
と

比
べ
て
も
ら
い
、
減
塩
を
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。

　

朝
も
早
い
う
え
、
材
料
調
達
や
事

前
準
備
な
ど
大
変
で
す
が
、
毎
年
来

る
方
か
ら
の
「
初
め
は
み
そ
汁
が
薄

い
じ
飲
め
た
も
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
け

ど
、
毎
年
飲
ん
じ
家
ん
方
も
慣
れ
ち

薄
い
っ
ち
思
わ
ん
な
っ
た
わ
～
」
と

い
う
声
や
、「
今
日
は
ち
ー
っ
と
か

れ
ぇ
ご
た
ね
ぇ
な
？
」
と
い
う
声
を

聞
く
と
、
減
塩
が
普
及
し
て
い
る
と

感
じ
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
作
る
み
そ
汁
は
、
塩
分

濃
度
約
０
・
７
％
で
う
す
味
で
す
が
、

そ
れ
で
も
お
い
し
く
作
る
コ
ツ
は
、

い
り
こ
と
椎
茸
で
だ
し
を
し
っ
か
り

と
り
、
具
だ
く
さ
ん
に
し
て
素
材
の

味
を
汁
に
な
じ
ま
せ
、
最
後
に
愛
情

を
た
っ
ぷ
り
入
れ
る
こ
と
で
す
。

　

お
米
や
野
菜
、
み
そ
ま
で
、
お
い

し
く
て
新
鮮
な
地
元
の
も
の
に
こ
だ

わ
っ
て
作
っ
て
い
る
朝
食
を
、
ぜ
ひ

食
べ
て
家
の
味
と
比
べ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
健
診
を
受
け
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
家
族
の
健

康
、
地
域
の
健
康
の
た
め
に
減
塩
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

食育活動レポート
竹田市食生活改善推進協議会

食育活動レポート

↑愛情たっぷりの朝ごはん

↑地域に「減塩」普及を呼びかけます

小
児
科
医
の
見
た
竹
田
の
水
害

　

竹
田
市
の
皆
様
、
大
分
大
学
小
児

科
の
是
松
で
す
。
大
分
県
か
ら
の
委

託
を
受
け
、
平
成
21
年
よ
り
定
期
的

に
竹
田
市
立
こ
ど
も
診
療
所
で
ア
レ

ル
ギ
ー
外
来
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

欄
で
、
小
児
科
医
の
目
線
で
感
じ
た

こ
と
を
お
伝
え
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
24
年
７
月
12
日
の
九

州
北
部
豪
雨
か
ら
２
年
た
ち
ま
し
た
。

私
が
竹
田
の
被
害
を
知
っ
た
の
は
、

日
田
市
で
の
小
児
医
療
支
援
を
終
え
、

大
分
に
戻
る
高
速
道
路
の
途
中
で
聞

い
た
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
大
分
大
学

に
戻
り
、
泉
達
郎
教
授（
現
名
誉
教

授
）の
指
示
を
受
け
、
市
役
所
と
連

絡
を
取
り
、
私
と
末
延
教
授
が
交
代

で
、
15
～
16
日
に
避
難
所
や
孤
立
し

た
集
落
の
子
ど
も
の
心
身
の
状
態
を

確
認
に
竹
田
入
り
し
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、
東
日
本
大
震
災
支
援
を
今
で

も
継
続
し
て
い
ま
す
。
そ
の
経
験
か

ら
、
早
期
に
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
を

開
始
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。

　

予
想
を
超
え
た
被
害
状
況
に
言
葉

を
失
っ
て
い
る
私
の
前
で
、
自
ら
の

家
庭
も
あ
る
の
に
、
必
死
で
子
ど
も

の
安
否
を
確
認
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
保
健
師
さ
ん
た
ち
、
仮
設
診
療
所

に
て
一
人
で
子
ど
も
の
健
康
管
理
に

対
応
し
て
い
た
こ
ど
も
診
療
所
の
高

野
所
長
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
カ
ル
テ

が
使
え
な
く
な
っ
た
診
療
所
の
泥
を

か
き
だ
し
て
く
だ
さ
っ
た
県
の
振
興

局
の
方
々
、
こ
ど
も
診
療
所
の
職
員

さ
ん
た
ち
…
も
ち
ろ
ん
、
私
の
目
の

い
き
わ
た
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
す
べ

て
の
市
民
の
方
々
が
、
生
活
を
取
り

戻
そ
う
と
懸
命
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
体
感
し
ま
し
た
。

　

苦
し
い
中
で
、
子
ど
も
の
こ
と
を

一
番
に
考
え
、
行
動
さ
れ
て
い
た
皆

さ
ん
の
姿
は
忘
れ
ま
せ
ん
。B

ビ
ル
ド

uild 
b

バ
ッ
ク

ack b

ベ
タ
ー

etter

。
竹
田
は
被
災
前
よ

り
も
更
に
よ
く
な
る
と
確
信
し
た
瞬

間
で
し
た
。

　
（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・

小
児
科
分
野　

是
松
聖
悟
．）

※だしをとったあとのいりこを利用して
◆切干大根とだしいりこの佃煮

《材料》　４人分
切干大根…………
出し殻いりこ……
人参………………
　戻し汁…………
　酢………………
　みりん…………
しょうゆ…………
塩…………………
すりゴマ…………
唐辛子……………

20ｇ
ひとつかみ
20ｇ
200㏄
大さじ１
大さじ１
大さじ１
少々
小さじ１
好みで

《作り方》　
①切干大根は洗って水で戻し、食べ

やすく切る。
②人参は４㎝長さの千切りにする。
③鍋に材料とカッコの調味料を入れ

て火にかけ、切干大根が軟らかく
なったらしょうゆを加えて汁気が
なくなるまで炒りつける。

④塩、すりゴマをふる。唐辛子はお
好みで。
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平成26年度竹田市家庭教育講演会＆人形劇
日　時　８月18日㈪  18：00～19：30
場　所　竹田市総合社会福祉センター
■家庭教育講演会（保健指導室　18:00～）
　演題　「就学をみすえた幼児期の子育て」（仮）　
　講師　大分大学教育福祉科学部付属教育実践総合セン

ター准教授　麻生良太氏
■着ぐるみ人形劇
　（多目的ホール　18:00～）
　「やさしい赤おにと青おに」
　（劇団バク）
●お問い合せ
　竹田市教育委員会  生涯学習課　
　☎63-4817

歴史資料館企画展  『佐久間竹浦と瀧廉太郎』
　南画家佐久間竹浦と作曲家瀧廉太郎は竹田小学校の同級
生であり、「生涯の友」でした。２人の友情エピソードを紹
介するほか、「落門の滝四季真景図屏風」（大正13年）、「欲
雨欲晴図」（大正７年）などの竹浦の名品を展示します。

期　　間　７月23日㈬～８月31日㈰
開館時間　9:00～17:00
　〔休館日〕月曜日、月曜日が祝日の場合はその翌日
場　　所　竹田市立歴史資料館
●お問い合せ　竹田市立歴史資料館　☎63-1923
◎市民ギャラリー水琴館は、８／１㈮～31㈰の間、館内メ
ンテナンスのため臨時休館します。展示の予定はありません。
㉄市民ギャラリー水琴館　☎63-2200

「里山保全親子森林教室」参加者募集
　里山の自然とふれあい、森林に関心を高めましょう！
日　時　８月23日㈯  10：00～15:00
場　所　こしきの杜（竹田市九重野　緩木神社横）
内　容　竹箸つくり、自然観察会、シュロの葉で昆虫づく

り、竹飯・流しそうめんほか
参加料　１人５００円
締切日　８月20日㈬まで
●お問い合せ・お申込み
　NPO法人里山保全竹活用百人会　☎63-2638

夏休みの自由研究・工作に！　　　　　　　
「夏休み子ども創生塾」参加募集
・第１回「夏の星空物語」　講師：馬場尚登
　　　　　８月22日㈮  19:00～21:00　
　　　　　（竹田市・そうぞうの丘広場）
・第２回「竹細工に取り組もう」　講師：阿南直秀
　　　　　８月23日㈯  9:00～12:00
　　　　　（竹田市・そうぞうの丘研修室）
・第３回「３Ｂ体操をしよう」　　講師：体操指導者
　　　　　８月24日㈰  9:00～11:00
　　　　　（竹田市・そうぞうの丘研修室）
　原則として３回とも参加ですが、都合のつかない方でも
参加可。住所、氏名、電話番号、学年を明記し、ＦＡＸで
８月８日㈮までにお申込みください。
対　象　小学校４・５・６年生
会　費　300円（保険代金含む）
●お申込み・お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創

生館）　☎・FAX62-4100

竹田薪能 市内小学校ワークショップ
「届けます。体験教室」一般観覧者募集！
　能楽の謡いと囃子のワークショップを市内小学校で開催
します。学校の児童だけではなく、竹田の能楽文化を育む
機会として、広く一般にもワークショップの様子を公開し
ます。
■日程及び会場
　・９月２日㈫  午後（会場・菅生小学校）
　　対象：菅生小、祖峰小の児童
　・９月３日㈬  午前（会場・竹田小学校）
　　対象：竹田小、豊岡小の児童
　・９月３日㈬  午後（会場・直入小学校）
　　対象：直入小の児童
■講師団
　シテ方　喜多流　大島輝久、塩津圭介（団長）
　笛　方　森田流　栗林祐輔　
　小鼓方　幸　流　森　貴史　
　大鼓方　大倉流　大倉慶乃助
　大鼓方　観世流　林雄一郎
主　催／国立能楽堂　
●お問い合せ　竹田市観光ツーリズム協会　☎63-0585

学ぶ！

←冷たい湧水が勢いよく流
れるすべり台が大人気！

（入田河川プール・入田河
宇田）

↑大野川の源流であり雄大な飛瀑で涼しさを
演出する「白水の滝」（荻町陽目）

↑海原六神社のそばにあり、毎分４トンを湧
出している「小津留湧水」（直入町下田北）

夏計画竹田

観る！ 体験  ！
す
る
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「ソフトクリーム王国たけた」スタンプラリー開催中
　竹田市のソフトクリームはすべて名水仕込みで、オリジ
ナリティあふれるものばかりです。今年のエントリーソフ
トは20個。巡って食べてスタンプを２個または10個集め
て応募すると抽選で素敵なプレゼントを差し上げます。
応募期間　７月１日㈫～９月30日㈫
☆今年は、親子で楽しむ「こどもスタンプラリー」やってるよ！

　竹田市内の３店舗で期間限定の
子どもサイズソフトクリーム（カッ
プ入りスプーン付）をご用意。３か
所巡って専用のスタンプを押し、
台紙の「たけこ姫」を完成させてく
ださい。もれなくたけこ姫オリジ
ナルバッジを差し上げます！
参加店舗　道の駅たけた、道の駅す
ごう、エリアラボたけた
対　　象　　小学生以下
●お問い合せ　竹田市観光ツーリ
ズム協会　☎63-0585

たけた夏物語「七夕こども夜市」
日　時　８月２日㈯　17:30～
場　所　竹田町商店街活性化無料駐車場（竹田町本町）
内　容　ステージイベント（こども神楽ほか）、アトラク

ション（ゲーム・屋台）
●お問い合せ　竹田市観光ツーリズム協会竹田支部
　☎63-2638

第31回子ども祭りinなおいり
日　時　８月７日㈭　9：00～15：00
場　所　直入公民館・B&G直入海洋センター体育館
内　容　展示コーナー（パトカー・消防車・救急車）、おも

しろ実験、アトラクション、アニメ上映ほか
●お問い合せ　直入公民館　☎75-2240

久住夏越祭り
　４台の山

や ま

車が出される。久住神社の夏越祭りが開催され
ます。
日　時　８月８日㈮～９日㈯
内　容　【８日（前夜祭）】
　　　　子供山車  15:00～  ４台（久住市街地）
　　　　夜渡太鼓  20:00～22:00　（久住神社境内）
　　　　【９日（御日）】
　　　　獅　　子    8:30～16:00　建宮獅子・今村獅子
　　　　御　神　幸  10:00　久住神社発→建宮神社
　　　　御　帰　り  15:00　建宮神社発→下町→久住神社
　　　　TAOライブ  18:30〜19:00
　　　　本　山　車  20:00～22:00　４台（久住市街地）
場　所　久住町商店街
　　　　※20:00～22:00の間は町内車両通行禁止
●お問い合せ　久住高原観光協会　☎76-1610

西ノ宮社八朔祭
　旧暦の八月朔日に五穀豊穣を祈願するために行われる西
の宮社八朔祭りが開催されます。
日　時　８月31日㈰　10：00～　神事　
場　所　市立歴史資料館駐車場
内　容  御下り神事、神輿町まわり、着輿祭、神楽（吉田

神楽）、子どもお楽しみ会、ビンゴゲーム大会等
●お問い合せ　竹田市商工観光課　☎63-4807

「佐藤義美」竹田童謡作詩コンクール作品募集
募集期間　７月20日㈰～９月30日㈫
応募資格　県内の幼・小・中・高校生及び一般
応募方法　詩は４００字詰原稿用紙（A4）に縦書き
審　　査　童謡詩人　矢崎節夫先生
表　　彰　11月頃、入賞者に直接通知。入賞者には賞品

贈呈
●お問い合せ・提出先　佐藤義美記念館　（〒878-0013　

竹田市山手1735番地）　☎63-2650

姉妹都市・柳川市
平成26年度「白秋祭」献詩募集！
　詩聖・北原白秋先生のふるさと柳川であなたの詩を朗読
してみませんか
形　　式　自由詩（字数、内容に制限なし。未発表作品）
　　　　　※Ｂ４版400字詰原稿用紙のご使用のこと
　　　　　※お１人につき２点まで
募集期間　８月４日㈪～９月５日㈮
●お問い合せ　柳川市教育委員会学校教育課（〒832-8555
　柳川市三橋町正行431）　☎0944-77-8863

歴史文化姉妹都市・茨木市
茨木市立川端康成文学館　俳句コンクール作品募集
テ　ー　マ　川端康成の愛した美しい日本
応募期間　７月20日㈰～10月31日㈮　必着
応募作品　１人一句まで　未発表作品に限る
部門・賞　一般の部（大賞・優秀賞・審査員賞・文学館賞）
　　　　　高校生の部、中学生の部、小学生の部（いずれ

も大賞・優秀賞・審査員賞）
応　募　先　川端康成文学館と茨木市市民文化部文化振興課

の投句箱もしくは、茨木市立川端康成文学館
（〒567-0881　大阪府茨木市上中条二丁目11
番25号）へ郵送。

投　句　料　無料。応募用紙は、ホームページからダウンロー
ド可

●お問い合せ　茨木市立川端康成文学館　☎072-625-5978

まだ間に合う！竹田夏計画

作る！

まだ間に合う!
子どもたちの夏休みも８月に突入しました。市内では、様々なイベント・
行事が予定され、この季節ならではスポットを訪れることができます。（ほ
んの一部をご紹介します）ご家族で楽しい夏の思い出を作りませんか。

食べる！

参加  ！
す
る
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起
き
上
が
り
は
、
太
平
洋

戦
争
後
そ
の
制
作
が
途
絶
え

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
昭
和

29
年
の
竹
田
市
発
足
を
機

に
、
町
議
か
ら
市
議
と
な
っ

た
後
藤
恒
人
に
よ
っ
て
、
再

び
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。

　

恒
人
は
、
新
生
の
竹
田
市

が
発
展
す
る
よ
う
に
と
願

い
を
込
め
、
起
き
上
が
り

の
売
り
出
し
を
図
り
ま
し

た
。
農
協
の
仕
事
先
で
宣
伝

し
た
り
、
遠
来
の
来
客
や
挙

式
後
の
新
郎
新
婦
に
無
料
で

配
っ
た
り
し
ま
し
た
。
恒
人

は
完
成
品
を
参
考
に
、
研
究

し
ま
し
た
が
、
起
き
上
が
り

の
呼
び
名
で
は
、
な
か
な
か

売
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
昭
和
31
年
正
月

に
『
姫
だ
る
ま
』
と
呼
び
方

を
改
め
岡
城
の
売
店
と
、
城

下
町
の
老
舗
に
置
く
よ
う

に
し
た
の
で
し
た
。
そ
れ
か

ら
は
、
重
宝
が
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
販
路
が
開
け
ま
し

た
。
恒
人
の
思
い
は
、
今
も

後
藤
家
代
々
の
人
た
ち
へ

と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

今
日
で
は
、
材
料
の
和
紙

や
絵
の
具
の
入
手
に
苦
労

す
る
面
も
あ
り
ま
す
が
、
家

族
円
満
の
徴
（
し
る
し
）
と

し
て
姫
だ
る
ま
は
、
人
気
が

あ
り
ま
す
。（

衛
藤　

頼
光
）

106

姫だるま名付けの親　後
ご

藤
とう

 恒
つね

人
と

↑後藤恒人氏

姫だるま

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
園
生
活

　

一
日
の
生
活
の
ほ
と
ん
ど
を
全

園
児
（
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
）

20
名
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
家
庭

と
同
じ
よ
う
な
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
で
す
く
す
く
と
育
っ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
全
員
、
戸
外
遊
び

が
大
好
き
で
元
気
い
っ
ぱ
い
走
り

回
っ
て
い
ま
す
。
遊
ん
だ
後
の
片

づ
け
は
、
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
で
片

づ
け
も
遊
び
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

自
然
の
中
で
育
つ
園
児

　

園
庭
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
芝
生
で

囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
芝
生
に

は
高
原
の
草
花
が
咲
き
乱
れ
ま

す
。
春
に
は
タ
ン
ポ
ポ
の
花
が

２
０
０
０
本
以
上
咲
き
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
を
摘
ん
で
は
、

ま
ま
ご
と
遊
び
で
ケ
ー
キ
の
ト
ッ

ピ
ン
グ
に
使
っ
た
り
、
首
飾
り
を

作
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
お
う
ち

の
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
摘
ん

で
大
切
に
持
っ
て
帰
る
子
ど
も
も

い
ま
す
。
木
々
が
生
い
茂
っ
て
い

る
の
で
（
ド
ン
グ
リ
の
木
だ
け
で

も
７
本
）
木
登
り
や
虫
探
し
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
暑
い
季
節
、
涼
し
さ
を
求
め

て
木
の
下
で
は
集
団
遊
び
が
始
ま

り
ま
す
。

　

数
種
類
の
小
鳥
た
ち
も
住
み
着

い
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、
小

鳥
と
追
い
か
け
っ
こ
を
し
て
楽
し

み
ま
す
。

　

ま
た
、
四
季
を
通
し
て
色
々
な

小
動
物
を
見
つ
け
、
捕
ま
え
た
り

追
い
か
け
た
り
し
て
遊
び
ま
す
。

身
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
多

い
の
で
体
力
が
自
然
と
身
に
つ
い

て
い
ま
す
。

　

園
の
周
辺
は
田
ん
ぼ
で
す
。
カ

エ
ル
の
鳴
き
声
や
脱
穀
機
等
の
音

で
季
節
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

お
散
歩
を
保
育
の
ひ
と
つ
に
設

定
し
て
い
ま
す
。
10
分
も
歩
け
ば
、

野
イ
チ
ゴ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

あ
ち
こ
ち
野
山
を
歩
き
探
検
を
し

ま
す
。
久
住
山
が
子
ど
も
た
ち
を

温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

自
然
の
恵
み
の
中
で
心
も
身
体
も

豊
か
に
育
ま
れ
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
、
一
度
遊
び
に
い
ら
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
方
々

（
感
謝
）・
保
護
者
の
方
々
（
感
謝
）

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

よ
り
良
い
保
育
を
目
指
し
て
職
員

一
同
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
（
高
橋
は
つ
み
）

一
、
じ
ょ
う
ぶ
な
身
体
・
元
気
な
子

一
、
明
る
く
や
さ
し
く
・
素
直
な
子

一
、
み
ん
な
と
仲
良
く
・
遊
べ
る
子

今
月
の
学
び
舎

白
丹
保
育
所

目標

↑涼しさを求めて木陰で遊ぶ子どもたち

←砂場で元気
に遊ぶ！

木々に囲ま
れた園庭→
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 ◯お

◯く
◯な

3
◯く
◯な

4
◯お

5 6 7 8 9 ◯お
◯く
◯な

10
◯く
◯な

11
◯お

12 13 14 15 16◯お
◯く
◯な

17
◯く
◯な

18
◯お

19 20 21 22 23◯お
◯く
◯な

24
◯く
◯な

25
◯お

26 27 28 29 30◯お
◯く
◯な

31
◯く
◯な

　　（アミ）が図書館の休館日
◯お ＝荻図書室　◯く ＝久住図書室
◯な ＝直入図書室

休館日カレンダー

【一般の本】
・八月の六日間（KADOKAWA）　　　　　  北村　　薫
・帰らずの海（徳間書店）　　　　　　　　馳　　星周
・叱られる力（文藝春秋）　　　　　　　　阿川佐和子
・恋の華・白蓮事件（藤原書店）　　　　　永畑　道子
・ドクトルアイアイと謎の島マダガスカル　上・下巻　
　（八月書館）　　　　　　　　　　　　　島　　泰三
・アーチの力学（仮説社）　　　　　　　　板倉　聖宣
・能を考える（中央公論新社）　　　　　　山折　哲雄
・紙つなげ！彼らが本の紙を造っている（早川書房）   佐々　涼子
・草木染め絨毯ギャッベ（新宿書房）　　　向村　春樹
【子どもの本】
・なりたい二人（ＰＨＰ研究所）　　　　　令丈ヒロ子
・神々の午睡　金の歌、銀の月（学研パブリッシング）あさのあつこ
・ふるさと60年（福音館書店）　　　　　　金　　斗鉉
・あんちゃん（童心社）　　　　　　　　　高部　晴市
・きつねの盆おどり（紙芝居）（雲母書房）ときわひろみ
【郷土の本】
・雪の宿　随筆集（文藝春秋）　　　　　　中尾　賢吉
・子どもたちへ伝える料理　大分のおばあちゃんやお母さ

んからの贈りもの（トキハインダストリー）  ハヌマン編
他 80冊ほど入りました

新刊のご案内

■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL･FAX 68-2200
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

図書館の
お知らせ

8 月

みんなのゆうがくかん

お知らせ
新しい雑誌が入りました！・［nid］民藝雑誌（隔月）
 ・［CHANTO］婦人雑誌（旧すてきな奥さん）
どちらも大人気絶賛貸し出し中！予約も出来ます
よー！詳しくはカウンターまでどうぞ

今

月
の読
み聞か

せ ○ブックスタート　
　8月6日㈬ 13:30〜（竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや
　毎週火曜日　10:30～11:00（竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルームは夏休み中はお休みです。

「ソボちゃん」いちばん好きな人のこと

「８月６日のこと」

有吉玉青著（平凡社）

中川ひろたか文／長谷川義史絵（福音館書店）

　絵本作家・中川ひろたかが、広島の原爆で亡くなった自
分の伯父、被爆者となった自分の母の体験を伝え、子ども
たちに問いかける絵本。絵本界屈指の人気コンビが、初め
て挑む「核と平和」。これは66年前ほんとうにあったおは
なしです。

　名作「紀ノ川」の文緒のモデルであり、生涯、有吉佐和子を支
え続けた「祖母」、秋津。彼女は人気作家の母にかわり幼い孫娘
の著者を育て、励まし、導いてくれた大好きな「ソボちゃん」だっ
た…。「一番好きで、一番尊敬する人です。」とソボちゃんを語る
最愛の人との日々を通じて描かれる有吉家の女三代の物語です。

一般の本

子どもの本

司書おすすめの1冊
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そ
の
土
地
に
息
づ
く
食
材
の
魅
力
を
「
料

理
」
に
し
て
提
示
す
る
、
野
外
レ
ス
ト
ラ
ン

「D
IN

IN
G O

U
T TAKETA

」（
ダ
イ
ニ
ン
グ

ア
ウ
ト
・
タ
ケ
タ
）
が
５
月
31
日
、
６
月
１

日
の
２
日
間
、
岡
城
跡
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

好
評
を
博
し
、
引
き
出
さ
れ
た
「
竹
田
の

魅
力
」
が
市
内
外
は
も
と
よ
り
、
そ
の
模
様

は
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
広
く
日

本
中
に
伝
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

開
催
か
ら
約
１
か
月
が
経
っ
た
７
月
８
日
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
市
内
の
料
理
人

た
ち
が
、
野
菜
等
の
食
材
提
供
で
携
わ
っ
た

地
元
住
民
の
た
め
に
メ
ニ
ュ
ー
を
再
現
し
、

イ
ベ
ン
ト
の
成
功
を
共
に
喜
び
、
感
動
を
分

か
ち
合
お
う
と 「U

ro D
ining O

ut

」（
う
ろ

覚
え
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
ア
ウ
ト
）
が
、
招
か
れ

た
主
催
関
係
者
も
見
守
る
な
か
、
市
内
の
フ

レ
ン
チ
イ
タ
リ
ア
ン
料
理
店
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

「
う
ろ
覚
え
」
と
は
、
本
番
で
料
理
を
担
当

し
た
リ
オ
ネ
ル
・
ベ
カ
氏
（
エ
ス
キ
ス
・
東

京
銀
座
）
の
調
理
技
術
を
目
の
前
で
見
た
市

内
料
理
人
た
ち
が
、
当
日
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
食
材
の
代
替
等
で
工
夫
し
な
が
ら
メ

ニ
ュ
ー
を
再
現
す
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
い
る

そ
う
で
す
。
参
加
費
は
、
格
安
の
価
格
で
設

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 　

メ
ニ
ュ
ー
は
、「
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク　

生
姜
の
ジ
ュ
レ　

鴨
と
椎
茸
の
ミ
ル
フ
ィ
ー

ユ
」、「
直
入
エ
ノ
ハ
の
炭
火
焼　

木
の
芽

味
噌　

ク
レ
ソ
ン
と
オ
ゼ
イ
ユ
の
ソ
ー
ス
」、

「
入
田
ス
ッ
ポ
ン
と
地
鶏
の
コ
ン
ソ
メ　

ふ

ろ
ふ
き
大
根　

柚
子
」、「
頭
料
理　

ブ
イ
ヤ

ベ
ー
ス　

天
然
鯛
の
ボ
ワ
レ
」、「
和
牛
の
グ

リ
エ 

も
や
し　

黒
に
ん
に
く
」、「
久
住
の

お
米　

リ
・
オ
・
レ　

甘
夏
の
バ
ル
フ
ェ
グ

ラ
ッ
セ
」
の
計
６
品
。

　

例
え
ば
『
野
生
の
供
え
物
』。
本
番
で
は
、

エ
ノ
ハ
が
川
を
泳
い
で
い
る
自
然
の
様
子
を

表
現
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
炭
焼
き
し

た
エ
ノ
ハ
を
串
刺
し
に
し
て
、
直
立
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
勢
い
良
く
水
面
か
ら
飛
び

跳
ね
る
姿
に
見
立
て
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
番
の
様
子
を
ま
と
め
た
ビ
デ
オ

上
映
や
、
ホ
ス
ト
役
を
務
め
た
中
村
孝
則
さ

ん
と
料
理
担
当
の
リ
オ
ネ
ル
・
ベ
カ
さ
ん
ら

が
ラ
イ
ブ
中
継
で
会
場

に
コ
メ
ン
ト
を
届
け
る

等
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
演
出

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
料
理
店
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
の
松
竹
祐

介
さ
ん
（
36
歳
）
は
「
分

野
の
違
う
料
理
人
が
集

れ
ば
刺
激
を
受
け
る
。
こ
の
縁
を
き
っ
か
け

に
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」、
フ
ラ
ン
ス
か
ら

帰
国
し
、
ベ
カ
氏
と
市
内
料
理
人
と
の
パ
イ

プ
役
を
果
た
し
た
リ
ー
ダ
ー
・
大
久
保
智
尚

さ
ん
（
36
歳
）
は
「
本
番
の
達
成
感
の
熱
が

冷
め
な
い
う
ち
に
、
竹
田
の
み
な
さ
ん
だ
け

で
、（
う
ろ
覚
え
な
の
で
す
が
）
本
番
を
彷

彿
さ
せ
る
よ
う
な
会
が
で
き
た
こ
と
が
と
て

も
嬉
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

「
ど
の
料
理
も
美
味
し
い
！
」

「
い
つ
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い

い
な
あ
」

　

本
番
さ
な
が
ら
の
メ
ニ
ュ
ー
に
、
参
加
者

の
み
な
さ
ん
は
一
夜
限
り
の
晩
餐
会
を
心
ゆ

く
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

あ
の
「D

IN
IN

G O
U

T TAKETA

」
の
経

験
は
、
結
束
し
た
竹
田
の
料
理
人
た
ち
に

よ
っ
て
、
新
た
な
食
文
化
と
し
て
進
化
を
遂

げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

もうひとつの「ダイニング・アウト」

↑「うろ覚え・ダイニングアウト）を成功させた竹田の料理人たち

もうひとつの
「ダイニング・アウト」

～竹田の食文化へ進化を期待！～

「DINING  OUT TAKETA」終了から約１か月。参加した竹田の料理人たち
が結集し、新しい動きが起き始めていた！
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久住高原の魅力　歩いて「体感」

本と人とが出会い、語らいを生む古本屋さん

竹田市観光ツーリズム協会企画「フェアウォーク」が大好評！

移住者の帯
たてわき

刀さんが【b
ブックスペース

ookspace 流
る み ん

民】を開店！

　普段は立ち入ることのできない牧
ぼく

野
や

組合が管理をする私有道や、
観光マップにはない草原を地元の公認ガイド（風のガイド）とともに
歩く「フェアウォーク　久住高原 風の旅」。
　スタートして約３か月の間に、九州各県、遠くは四国から訪れた
参加者の数は約50人を超え、好評を博しています。
　この「フェアウォーク」は、「車窓から見えない久住高原の魅力を
歩いて体感してほしい」と、竹田市観光ツーリズム協会の子安史朗
さんが考案。ツアー料金の一部は、「草原を維持するための管理費」
に充てられ、参加者が環境を守る「仲間」として、フェア（対等）な関
係が生まれることを願って名付けました。
　また、午前中に開催することで、久住高原に長く滞在し、久住ファ
ンになってもらうことも期待しています。ウォーキングのコースは、
360℃のパノラマをのぞむ「絶景の丘コース」（４km・約２時間）、神
の水、神の樹をめぐる「神秘の里コース」（９km・約３時間）、森や沢、
草原を歩く「魅惑の森コース」（４km・約２時間）の３コース。風の
ガイドは、久住の自然に詳しい、ＮＰＯ法人「久住高原みちくさ案
内人倶楽部」（上好温理事長）のメンバーが担当しています。
　７月21日、この日開催された「神秘の里コース」には、市外から４
人が参加。青空にぽっかり雲が浮かび、牧野では高原の風が吹き抜
ける朝。見晴らしの良い牧草地を歩き、小鳥たちのさえずりに耳を
かたむけながら林道を抜けると、由緒ある納池公園へ。途中農家の
おばちゃんとの会話を楽しみ、ゆるやかなのぼり坂の上で待つ絶景
パノラマに感動しながらゴール。
　宮崎県から参加した村上強・祐子さんは「納池公園の湧水が美味
しかったです。高原の魅力をたっぷり楽しむことができました。
ウォーキングにちょうどいいコースだと思います」と語り、心地よ
い汗をぬぐっていました。
　この日にしか会えない、特別な久住高原の魅力と、ちょっぴりの
筋肉痛は、きっと誰かに話したくなることでしょう。

　海外や日本各地で放浪の生活を続けてきた経験を持ち、昨年１月に長野県から本市に移住を
してきた帯刀大五郎さん（29歳・神奈川県出身）。
　本や人が出会い、人が溜まれる空間を作りたいと思い、自宅を自らの手で改装。古本屋

【bookspace 流民】を６月下旬にオープンしました。
　店名の「流民（るみん）」は、ご自身が竹田への移住者であ
り、流れるような生き方を由来としたそうです。
　現在、本棚には様々なジャンルの書籍が約1000冊以上並ん
でいます。店内でゆっくり読書を楽しみたい人には、離れに

「納屋（ナヤ）」という名の読書スペースも完備しています。
　また、自宅の庭では、キュウリやトマト等の野菜を栽培
しています。今後はワークショップなども開催できたらと、
夢を思い描いています。

ガイド・ツアーは土日祝日に開催。日によってコース
が異なり、料金は高校生以上２千円、小中学生は１千円。
前日の午後５時まで予約が可能です。
㉄竹田市観光ツーリズム協会（☎63-0585）

↑かわいい花を思わずカメラで
パチリ☆　友だち同士で参加
した羽田野智美さん（大分市）
と井上里美さん（別府市）

納池公園の大樹に圧倒
されるみなさん　　→

↑久住の動物・植物の知識を参加者に伝えるガイドの上好温さん（写真左）

↑ナヤでねそべって読書する店
主 の帯刀さん。おすすめの本は

「ローカルメディア３（さん）」

↑営業日時は不定期。お問い合わせはフェイスブックで「bookspace 流民」を検索してください

※駐車場は国道４４２号線沿い、バ
ス停「平村」近く（地図を参照）。駐
車場から徒歩２分。目印はこの看板

コチラ　　　⇒
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こ
の

広
報

誌
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

　

標
高
の
高
い
山
地
の
湿
地
に
生

育
す
る
高
さ
80
㌢
ほ
ど
の
多
年
草

で
す
。
細
い
茎く

き

に
は
腺せ

ん
も
う毛

（
先
端

か
ら
液
体
を
分ぶ

ん
ぴ
つ泌

す
る
毛
）
と
短

毛
が
あ
り
ま
す
。

　

披ひ

針し
ん
け
い形

の
葉
は
２
個
が
対た

い
せ
い生

す

る
か
３
～
４
個
が
輪り

ん
せ
い生

し
ま
す
。

先
の
と
が
る
葉
の
大
き
さ
は
長
さ

12
㌢
、
幅
が
４
㌢
ほ
ど
で
す
。

　

夏
の
頃
、
茎
の
先
端
部
の
円え

ん
す
い錐

花か

序じ
ょ

に
径
１
・
５
㌢
ほ
ど
の
淡
黄

色
の
深
く
５
裂れ

つ

す
る
合ご

う
べ
ん弁

花か

を
た

く
さ
ん
咲
か
せ
ま
す
。
湿
原
の
中

に
あ
っ
て
花
の
色
が
あ
ま
り
目
立

ち
ま
せ
ん
。

　

和
名
は
マ
メ
科
の
落
葉
低
木
レ

ダ
マ
の
花
に
似
て
い
る
草
と
い
う

意
味
で
草ク

サ

蓮レ

玉ダ
マ

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の

気
候
が
冷れ

い

涼り
ょ
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）

（305）

平成26年７月１日に着任した地域おこし協力隊員を
ご紹介します。（①住所地　②勤務先　③抱負）

①千葉県船橋市
②竹田市各支所
③ 竹 田 の こ と を た く さ ん
知って、その魅力を多くの
人に伝えていきたいと思っ
ています。
　竹田に来て素敵で楽しい人に出会い、ワ
クワクした日々を過ごしています。
　できる限り早く顔を覚えてもらえるよ
うに頑張っていきます。よろしくお願い
します。

地域おこし協力隊

相
あい

川
かわ

 恭
きょうこ

子さん

頑張り
ます！
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　８月は現況届並びに所得状況届出の月です。この届を出
さないと、８月分以降の手当が受けられません。福祉事務
所から通知が届きましたら、必ず期間内にお届けください。

児童扶養手当とは……
１．受給資格者
　手当を受けることができる人は、次の条件に当てはまる

「児童」を監護している父・母、または父母に代って「児童」
を養育している人です。
　なお、「児童」とは、18歳到達後最初の３月31日までの
者、または20歳未満で政令に定める程度の障害の状態にあ
る者をいいます。具体的には次の①〜⑧に該当する児童で
す。受給者、児童、 いずれも国籍は問いません。
①父母が離婚した後、父・母と生計を同じくしていない児童
②父または母が死亡した児童 
③父または母が政令で定める程度の障がいにある児童
④父または母の生死が明らかでない児童
⑤父または母から1年以上遺棄されている児童
⑥父または母が裁判所からＤＶ保護命令を受けた児童
⑦父または母が法令により１年以上拘禁されている児童
⑧母が婚姻しないで生まれた児童
次のような場合手当は支給されません。
①児童が、
　イ、日本国内に住所がないとき。
　口、父または母の死亡について支給される公的年金給付

を受けることができるとき。
　ハ、父または母に支給される公的年金給付の額の加算の

対象になっているとき。
　　（※児童が障害基礎年金の子加算の対象である場合、

23年４月以降、児童扶養手当が子加算額を上回って
いれば、児童扶養手当の受給が可能となりました。）

　ニ、労働基準法等の規定による遺族補償を受けることが
できるとき。

　ホ、児童福祉施設等に入所または里親に委託されている
とき。

　へ、父または母の配偶者（事実上の婚姻関係の場合も含
む）に養育されているとき。

②父・母または養育者が、
　イ、日本国内に住所がないとき。　
　口、公的年金給付を受けることができるとき（老齢福祉

年金を除く）。
　ハ、養育者の場合は児童と別居しているとき。
２．手当の額　
　手当の額は下記のとおりですが、父・母に対する手当
は、支給開始月から５年または支給要件に該当した月から
７年を経過した時は、手当額の1／2が減額になります。
　ただし、就業している場合、求職活動をしている場合、負
傷または疾病等により就業することが困難な場合または障
がいがある場合などは減額になりません。（届出が必要です）

区　　　分 全額支給される者 一部支給される者
児童１人のとき 月　額   41,020円

月額（下記※による）
加算額 5,000円

児童２人のとき 加算額  　5,000円

児童３人以上のとき １人につき加算額
3,000円

※一部支給は本人の所得額に応じて月額41,010円から
9,680円まで10円きざみの額です。

※平成27年４月分から、額の改定が予定されています。
（金額等は未定）

３．支給制限
　手当を受けている人または扶養義務者や配偶者の前年の
所得が、扶養親族等の数による所得限度額以上ある場合
は、その年度（８月分から翌年の７月分まで）は、手当の全
部または一部が支給停止されます。

４．手当を受けている方の届出の義務
　手当を受けている方は次のような届出の義務がありま
す。忘れずに必ず福祉事務所に届け出てください。
①現況届……毎年８月１日から８月31日までの間に届け

出て、引続き支給要件に該当するかどうかの審査を受
けます。

②資格喪失届……次のような場合には、早急に資格喪失届
を提出してください。

　（注意事項：資格喪失届を提出せずに手当の支払いを受
けた場合には、資格がなくなった月の翌月分以降の手
当をすべて返還していただくことになります。）
○婚姻の届出をしたとき。
○婚姻の届出はなくても事実上の婚姻関係（同居あるい

は同居がなくてもひんぱんに定期的な訪問・生活費
の援助があるなどの状況）となったとき。

○公的年金（国民年金、厚生年金、共済年金等）を受ける
ようになったとき。

○児童が公的年金を受給し、または公的年金の加算対象
になったとき。

○児童の死亡や、転出などにより監護（養育）しなく
なったとき。

○児童が施設入所したり、里親に委託されたとき。
○刑務所等に監禁中の父親・母親が出所したとき。
○遺棄している児童の父・母から連絡、訪問、送金が

あったとき。
③転出届……市外へ転出の際に、提出してください。
※上記以外にも、各種の届出があります。

特別児童扶養手当とは…
１．受給資格者
　日本国内に住所を有する20歳未満の精神または身体に
中程度以上の障害を有する児童を監護する父・母、または
父母に代ってその児童を養育している人に支給されます。
　ただし、児童が障がいを支給事由とする公的年金を受け
ることができる時、または児童福祉施設等へ入所している
時は、手当は支給されません。
２．手当の額
　重度障がい児（１級）の場合　児童１人につき
　月額  49,900円
　中度障がい児（２級）の場合　児童１人につき
　月額  33,230円
３．支給制限
　請求者及びその扶養義務者等の前年の所得が、限度額以
上ある場合は、その年度（８月から翌年の７月まで）の手当
の支給は停止されます。

ひとり親家庭医療費助成について
　ひとり親家庭医療費は、ひとり親家庭の親とその児
童を対象に、医療費の自己負担分を助成するものです。
１．受給資格者
　　離婚、死別等で配偶者のいない人で、現に18歳

に達する日以後の最初の３月31日までの間にある
児童を監護している人です。

２．支給制限
　　請求者及びその扶養義務者等の前年の所得が限

度額以上ある場合は、その年度（12月から翌年の11
月まで）は助成を受けることが出来ません。所得限
度額は児童扶養手当の限度額と同じです。

●お問い合せ　竹田市福祉事務所　子育て支援係
　☎63-1111（内線154・155）

❶

別冊 たけたん情報　８月号
児童扶養手当・特別児童扶養手当受給者のみなさんへ
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年　金
受け取る年金額を増やしたい方へ
　第１号被保険者（農業・漁業・自営業、学生、無職など
で20歳以上60歳未満の方）は、毎月の定額保険料のほかに
付加保険料（月額400円）を上乗せして納めると、老齢基礎
年金の受給権を得たときに付加年金が加算されて支給され
ます。
付加年金の計算式：200円×付加保険料納付月数

　但し、国民年金基金に加入されている方や保険料を免除
されている方は納めることはできません。

10月より「出張年金相談」は完全予約制となります
　お客様サービスの向上、待ち時間の解消と相談時間の短
縮を図ることを目的とします。
◇年金相談のご予約は、相談希望日1か月前から受付を行

います。
◇ご予約を受付ける際には、相談者及び配偶者氏名、基礎

年金番号、電話番号、相談内容等について確認させて
いただきます。

◇年金相談時間は、10：00〜15：00までです。
※予約状況により、ご希望の日時を調整させていただく場

合がありますので、あらかじめご了承ください。
●予約・お問い合せ先
　大分年金事務所　お客様相談室  ☎097-552-1211

◇受付時間は8：30〜17：00（土・日・祝日、12月29日
〜１月３日を除く）

消費者行政
消費生活相談窓口からの注意喚起　－還付金詐欺に注意－

　最近、市職員を名乗り「医療費や年金の過払い金が発生
しているので、ＡＴＭへ行って操作してください」といっ
た電話が増えています。
　「今日中」「１時間以内」などと手続きを急がせ、冷静に考
えたり周囲に相談したりする余裕を与えません。また、操
作の様子が周囲から見過ごされがちなスーパーやコンビニ
のＡＴＭへ誘導するケースが目立つようです。不審に感じ
たらすぐにご相談ください。
●お問い合せ　竹田市市民課窓口（竹田市消費生活セン

ター）☎63-4834　8:30〜17:00（月〜金・平日のみ）　
大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）

　☎097-534-0999

福　祉
平成26年度敬老会補助金を交付します
　竹田市では自治会、地区社協等の団体が敬老行事を
行った場合、対象者（70歳以上の方）1人に対し800円の補
助金を交付します。
　この補助金は、地域社会に貢献されてきた高齢者の方々
の長寿を祝い、地域住民との交流によって住みなれた地域
で、安心して暮らせる環境づくりのために交付されます。
　申請期間　９月１日㈪〜10月31日㈮
　申請書類　竹田地区は各地区分館に、荻、久住、直入地

区は各支所いきいき市民課備付け
●提出先・お問い合せ

竹田市福祉事務所管理係（☎63-4811） 荻支所いきいき
市民課（☎68-2211）　久住支所いきいき市民課（☎76-
1111） 　直入支所いきいき市民課（☎75-2211）

平成26年度　ときめき作品展の募集
出　展　料　無　料
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募集作品　絵画・工芸・写真・書・陶芸・合作
募集期間　８月１日㈮〜８月29日㈮まで　
申込方法　竹田市福祉事務所または各支所いきいき市民課

に備付けの申込書に必要事項を記入し、作品
の写真（カラー・サービス版、作品の全容が判
るもの）を添えて提出してください。

展示期間　11月13日㈭〜17日㈪
展示場所　「アートプラザ」アートホール（大分市）
●お問い合せ　竹田市福祉事務所  福祉係　☎63-4811

講演・講習会
『がんをよく知ってがんと共に生きる』教育セミナー

月　日 テ　　ー　　マ

9/21㈰ なぜがんになるのかを知って、がんを予防し早期
に発見しよう！

定　員　120名（先着順）  ※受講無料
場　所　ホルトホール大分会議室（大分市）
時　間　13：30〜16：30  受付：13：00〜
●お問い合せ　大分大学医学部看護学科　☎097-586-5054

猟銃及び空気銃の取扱に関する講習会
日　　時　８月30日㈯　9：30〜17：00
場　　所　コンパルホール（大分市府内町1－5－38）
対　象　者　猟銃若しくは空気銃の所持許可を受けようとする

者で、現に猟銃または空気銃を所持していない者
受付期間　８月18日㈪〜25日㈪
受付場所　竹田警察署　生活安全課
●お問い合せ　竹田市猟友会　事務局　☎62-3434

相　談
労働なんでも相談会
日　時　８月6日㈬　11:00〜15:00
場　所　竹田温泉「花水月」1Ｆ 会議室
対　象　労働に関する悩みのある方　　　
内　容　労働問題全般に関すること
方　法　来場または電話による相談　※相談無料、秘密厳

守、予約不要
　　　　※電話相談はフリーダイヤル 0120-601-540
●お問い合せ　大分県労政・相談情報センター　☎097-

532-3040（労働相談専用ダイヤル）

募　集
飲泉研究に参加していただける方を募集します

　竹田市は、一般財団法人健康開発財団と相互協力協定を
結んでいます。その一環として、慶應義塾大学と協同で、
飲泉が健康によい効果を与えるかの調査・研究を実施し
ます。お申込みいただいた方には、事前に説明会を実施す
る予定です。
対　象　者　持病をお持ちでない方　医薬品を服用していな

い方　週に１回、指定医療機関に訪れること
ができる方   ※詳細はお問い合せください。

実施期間　９月３日㈬から４週間
募集定員　30名
申込期限　８月22日㈮まで（期限以降も随時受付）
●お問い合せ・お申込み　竹田市商工観光課　☎63-4807

竹田市内小中学校机・椅子（旧JIS規格）払い下げのお知らせ
　平成26年度、学校教材の大型化（A版化）に伴い、普通教
室の児童・生徒用机・椅子を新JIS規格へ更新いたします。
　よって、これまで使用していた机・椅子の一部を市民の
皆さまへ払い下げいたします。払い下げをご希望される市
民の方は下記要領にてお申込みください。
申込み方法　申込み時に、住所、氏名、日中連絡がとれる

電話番号（携帯可）及び払い下げを希望する備
品（机・椅子・両方）及びその個数をご連絡
ください。

申込み先　竹田市教育委員会　教育総務課　☎63-4816
　　　　　FAX 0974-63-2373
申込み期限　平成26年８月14日㈭　午後5時まで
※数に限りがありますので、先着順とさせていただきま

す。また物品の持ち出し運搬は申込者で行っていただ
きます。

※払い下げ備品は再利用品となりますので、受取り後の交
換・苦情は受けられません。

※払い下げ期日・場所は、後日ご連絡いたします。

平成26年度　竹田市公民館講座
「竹田の魅力再発見」秋の市民講座受講生募集
　新たな学習へのきっかけづくりとして、また、仲間づく
りや地域づくりへ発展していくことを目的に９月から２つ
の講座を開講します。

講座名 開講日 曜日 時間 場所 準備するもの 備考
初めての写真  「竹田
を撮ろう」
講師：友永ひろみ

9月27日㈯
開講　月２
回　全10回

土曜日 14：00～
16：00

いきいき
交流セン
ター

デジタルカメ
ラ

教材費等
一部負担
あり

☆内容：初めての方を対象に、竹田の街なみや自然を自由に撮影しながら、写真撮影の
基礎を学びます。

木版画入門
講師：川野　和男

9月10日㈬
開講　月２
回　全10回

水曜日 19：00～
21：00

いきいき
交流セン
ター

彫刻刀・バレ
ン

教材費等
一部負担
あり

☆内容：初歩から始める木版画講座。身近な場所、身近なものを題材にして、自分だけ
の作品づくりに挑戦しましょう。

申込期限　８月29日㈮まで
●お申込み・お問い合せ　竹田市教育委員会 生涯学習課 

公民館・生涯学習係　☎63-4817
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：
30

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約（

☎
63

-3
34

6）

・
竹

田
温

泉「
花

水
月

」休
館

日
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

13
：

30
-

15
：

30
（

久
住

保
健

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約（

☎
63

-3
34

6）

・
献

血
 　

10
:0

0-
16

:0
0（

竹
田

市
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
 

保
健

指
導

室
 ）

・
猟

銃
お

よ
び

空
気

銃
の

取
扱

に
関

す
る

講
習

会
9：

30
〜

17
：

00
（

コ
ン

パ
ル

ホ
ー

ル
・

大
分

市
）㉄

竹
田

市
猟

友
会

事
務

局
　

☎
62

-3
43

4
・

第
11

回
久

住
文

化
協

会
発

表
会

13
：

00
-1

6：
00

〔
作

品
展

示
等

10
：

00
〜

、
舞

台
発

表
等

13
：

00
〜

〕※
入

場
無

料（
久

住
公

民
館

）㉄
久

住
公

民
館

 ☎
76

-0
71

7

31 ・
第

35
回

竹
田

混
声

合
唱

団
定

期
演

奏
会

14
：

00
開

演
 〔

内
容

〕第
1部

「
組

曲
筑

後
川

」、
第

2部
合

唱「
ぞ

う
れ

っ
し

ゃ
が

や
っ

て
き

た
」※

入
場

料
50

0
円

 高
校

生
以

下
無

料（
久

住
公

民
館

く
じ

ゅ
う

サ
ン

ホ
ー

ル
）㉄

竹
田

混
声

合
唱

団
　

☎
09

0-
10

71
-6

97
7（

川
上

）
・

西
ノ

宮
社

八
朔

祭
　

10
:0

0〜
（

歴
史

資
料

館
駐

車
場

）

『
久
住
わ
い
わ
い
元
気
市
』を
開
催
し
ま
す

　
同

支
部

青
年

部
や

同
支

部
女

性
部

な
ど

個
人

や
団

体
が

、
軽

ト
ラ

ッ
ク

の
荷

台
等

に
商

品
を

載
せ

て
売

る
「

軽
ト

ラ
市

」
を

実
施

し
ま

す
。

元
気

市
は

正
午

ま
で

と
な

っ
て

い
ま

す
。

地
元

で
採

れ
た

新
鮮

な
野

菜
や

焼
き

ウ
イ

ン
ナ

ー
・

メ
ン

チ
カ

ツ
・

味
噌

・
ま

ん
じ

ゅ
う

等
用

意
し

て
い

ま
す

の
で

、
ご

参
加

の
ほ

ど
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

日
時
　
８
月
16
日
㈯
　
10
：
00
〜
　
　

場
所

　
九

州
ア

ル
プ

ス
商

工
会

前
駐

車
場

●
お

問
い

合
せ

　
九

州
ア

ル
プ

ス
商

工
会

久
住

本
所

　
☎

76
-0

15
1　

平
成

26
年

度
　

地
区

巡
回「

健
診

」日
程

表
　

＊
受

付
時

間
は

8:
00

〜
10

：
00

月
   

日
地

域
・

地
区

場
   

 　
　

　
 所

８
月

３
日

㈰
直

入
地

域
直

入
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
８

月
19

日
㈫

入
田

地
区

祖
峰

小
学

校
８

月
22

日
㈮

宮
城

地
区

宮
城

台
小

学
校

８
月

24
日

㈰
久

住
地

域
久

住
保

健
セ

ン
タ

ー
８

月
31

日
㈰

竹
田

地
域

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
※

４
月

市
報

で
は

８
月

22
日

の
場

所
は

宮
城

分
館

で
し

た
が

、
小

学
校

の
改

修
工

事
が

終
了

す
る

た
め

、
宮

城
台

小
学

校
に

会
場

を
変

更
し

ま
す

。

《
竹

田
市

元
気

づ
く

り
支

援
事

業
》

奥
豊
後
の
踊
り
を
楽
し
む
夕
べ

　
一

昨
年「

直
入

」、
昨

年「
久

住
」、

本
年

は「
荻

」会
場

で
鶴

崎
お

ど
り

も
参

加
し

ま
す

。
１

年
に

一
回

し
か

な
い

こ
の

ひ
と

時
が

近
づ

い
て

ま
い

り
ま

し
た

。
昨

年
よ

り
も

っ
と

多
く

の
老

若
男

女
で

伝
統

文
化

を
“竹

田
お

ど
り

”で
盛

り
上

げ
元

気
百

倍
！

と
　

き
　

８
月

30
日

㈯
18

：
00

〜
と

こ
ろ

　
荻

小
学

校
グ

ラ
ウ

ン
ド（

雨
天

時
荻

小
体

育
館

）
　

　
　

　
※

飲
み

物
は

各
自

で
準

備
し

て
く

だ
さ

い
。

主
　

催
　

奥
豊

後
の

踊
り

を
楽

し
む

夕
べ

実
行

委
員

会

●
お

問
い

合
せ

　
奥

豊
後

の
踊

り
を

楽
し

む
夕

べ
実

行
委

員
会

　
☎

09
0-

86
64

-5
86

1（
佐

藤
）

鶴
崎
お
ど
り
参
加
！



たけたん情報　平成26年８月号 ❺

8
月

竹
田
市
の
こ
よ
み

20
14
年（
平
成
26
年
）

※
１

竹
田

市
歩

こ
う

会
 ☎
62
-2
50
1（

山
本

）
※

２
竹

田
創

生
館

 ☎
62
-4
10
0

農
業

委
員

会
事

務
局

農
地

係
か

ら
の

お
知

ら
せ

・
農

地
に

係
る

各
種

申
請

受
付

の
締

め
切

り
は

、
毎

月
15

日
で

す（
15

日
が

土
日

の
場

合
は

直
前

の
金

曜
が

締
切

日
と

な
り

ま
す

）。
●

お
問

い
合

せ
　

竹
田

市
農

業
委

員
会

事
務

局
　

☎
63

-4
81

5

日
SU

N
月

MO
N
火

TU
E
水

WE
D
木

TH
U
金

FR
I
土

SA
T

1
2

〔
歴

史
資

料
館

〕企
画

展
　

『
佐

久
間

竹
浦

と
瀧

廉
太

郎
』

〜
8/

31
㈰

ま
で

・
第

22
回

ナ
イ

タ
ー

陸
上「

20
14

ド
リ

ー
ム

・
ゲ

ー
ム

ス
in

お
ぎ

」1
6：

00
開

会
式（

荻
小

学
校

グ
ラ

ウ
ン

ド
）㉄

ド
リ

ー
ム

ゲ
ー

ム
ス

実
行

委
員

会（
荻

公
民

館
内

）☎
68

-2
02

5
・

ゴ
ス

ペ
ル

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
 in

 ジ
ャ

パ
ン（

竹
田

公
演

）「
荒

城
の

月
音

楽
祭

」　
〜

サ
ン

チ
ャ

ゴ
の

鐘
の

街
 竹

田
市

岡
城

跡
に

響
く

ゴ
ス

ペ
ル

の
歌

声
〜

　
16

：
30

開
場

 1
7：

00
開

演（
岡

城
西

の
丸

跡
）

・
七

夕
こ

ど
も

夜
市（

竹
田

町
商

店
街

活
性

化
無

料
駐

車
場

・
竹

田
市

本
町

）

3
4

5
6

7
8

9
・

第
10

回
市

民
球

技
大

会
 〔

８
種

目
・

９
会

場
〕開

会
式

　
8：

30
〜（

軟
式

野
球

の
み

8：
15

〜
）㉄

 竹
田

市
生

涯
学

習
課

ス
ポ

ー
ツ

振
興

係
　

☎
63

-4
81

7
・

大
分

県
看

護
協

会
主

催「
就

職
相

談
会

」
13

:0
0-

16
:0

0（
受

付
12

:3
0〜

）※
参

加
無

料（
大

分
県

看
護

研
修

会
館

）㉄
大

分
県

ナ
ー

ス
セ

ン
タ

ー
　

☎
09

7-
57

4-
71

36
・

竹
田

市
ア

ー
ト

・
レ

ジ
デ

ン
ス

Pr
oj

ec
t公

開
セ

ミ
ナ

ー
＆

ト
ー

ク
セ

ッ
シ

ョ
ン『

竹
田

に
お

け
る

“ア
ー

テ
ィ

ス
ト

・
イ

ン
・

レ
ジ

デ
ン

ス
”の

可
能

性
』

（
ア

レ
ッ

ク
ス

・
カ

ー
×

白
洲

信
哉

×
茂

木
健

一
郎

 ）
15

：
00

〜（
竹

田
総

合
学

院
）

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日
・「

第
1回

ジ
ュ

ニ
ア

リ
ー

ダ
ー

セ
ミ

ナ
ー

」国
際

交
流

体
験

 立
命

館
ア

ジ
ア

太
平

洋
大

学
と

の
交

流
会

 
（

立
命

館
ア

ジ
ア

太
平

洋
大

学
）

・
お

は
な

し
の

へ
や

　
10

：
30

-1
1：

00
（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
13

：
30

-1
5：

30（
直

入
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
）：

要
予

約（
☎

63
-3

34
6）

・
第

９
回

竹
田

市
農

業
委

員
会

総
会

 
13

：
30

〜（
市

本
庁

舎
3階

会
議

室
）

・
４

・
10

か
月

児
健

康
診

査
〔

4か
月

〕
13

：
00

-1
3：

15
受

付〔
10

か
月

〕
13

：
15

-1
3：

30
受

付（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）※
15

：
00

終
了

予
定

 
・

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
13

：
30

〜
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

・
竹

田
温

泉「
花

水
月

」休
館

日
・

健
康

相
談

8：
30

-1
0：

30
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
　

保
健

指
導

室
）※

事
前

の
予

約
は

不
要

で
す

。
 

・
第

31
回

子
ど

も
祭

り
in

な
お

い
り

 9：
00

〜（
直

入
公

民
館

・
Ｂ

＆
Ｇ

直
入

海
洋

セ
ン

タ
ー

体
育

館
）

・
第

10
回

人
権

を
守

る
市

民
の

集
い

 
13

：
30

〜〔
講

演
〕一

人
芝

居
　『

母
さ

ん
笑

っ
て

』〔
講

師
〕若

木
志

帆
さ

ん
（

女
優

）（
久

住
公

民
館

く
じ

ゅ
う

サ
ン

ホ
ー

ル
） 

・
お

も
城

サ
イ

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
13

：
00

〜（
岡

城
跡

駐
車

場
）※

要
予

約
：

文
化

財
課

　
☎

63
-4

81
8

・
久

住
夏

越
祭

り〔
前

夜
祭

〕・
子

ど
も

山
車

　
15

：
00

〜
（

久
住

市
街

地
）、

世
渡

太
鼓

20
：

00
〜（

久
住

神
社

境
内

）

・
歩

こ
う

会〔
早

朝
散

策
・

魚
住

方
面

〕マ
ル

シ
ョ

ク
前

 5：
50

集
合

※
1

・
久

住
夏

越
祭

り〔
御

日
〕獅

子
 

8：
30

-1
6：

00
、

御
神

幸
10

：
00

〜（
久

住
神

社
発

）、
御

帰
り

15
：

00
〜（

建
宮

神
社

発
）、

TA
O

ラ
イ

ブ
18

：
30

-1
9：

00
、

本
山

車
20

：
00

-2
2：

00
（

※
町

内
車

両
通

行
禁

止
）

10
11

12
13

14
15

16
・

お
は

な
し

の
へ

や
10

：
30

-
11

：
00

（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）

・
竹

田
温

泉「
花

水
月

」休
館

日
・

第
11

回
小

松
明

祭
り

19
:0

0
一

斉
点

火（
宮

城
地

区
古

園
、

上
坂

田
、

刈
小

野
、

阿
鹿

野
大

橋
一

帯
）㉄

宮
城

地
区

観
光

振
興

計
画

推
進

委
員

会（
宮

城
公

民
館

） 
 ☎

 6
6-

20
14

・
Ｔ

Ａ
Ｏ

の
夏

フ
ェ

ス（
Ｔ

Ａ
Ｏ

の
里

グ
ラ

ン
デ

ィ
オ

ー
ソ

）
〜

24
日

㈰
ま

で
 ・

精
霊

流
し

　
19

:0
0-

20
:0

0（
JR

豊
後

竹
田

駅
前

竹
田

橋
下

流
 ）

※
会

場
に

て
流

し
灯

籠
を

販
売

。
絵

付
け

体
験（

無
料

・
会

場
：

み
す

ま
や

）も
で

き
ま

す
。

㉄
竹

田
市

ま
ち

づ
く

り
実

行
委

員
会（

竹
田

商
工

会
議

所
内

）　
☎

63
-3

16
1

・
久

住
わ

い
わ

い
元

気
市

10
：

00
〜（

九
州

ア
ル

プ
ス

商
工

会
前

駐
車

場
）

月 間 ・ そ の 他

○
差
別
を
な
く
す
運
動
月
間
　
○
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

○
北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間

○
食
品
衛
生
月
間

○「
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
王
国
た
け
た
」ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
7/
1㈫
〜
9/
30
㈫

○
水
の
週
間（
8/
1㈮
〜
7㈭
）

○
道
路
防
災
週
間
　
8/
25
㈪
〜
31
㈰

○
夏
の
省
エ
ネ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
6/
1㈰
〜
9/
30
㈫
）

○
自
然
に
親
し
む
運
動（
7/
21
㈪
〜
8/
20
㈬
）

○「
青
い
羽
根
募
金
」強
調
運
動
期
間（
７
/1
〜
８
/3
1）

８
月

行
政

相
談

員
に

よ
る

行
政

相
談

所
の

開
設

一
覧

 
地

　
域

相
　

談
　

日
 開

催
時

間
開

　
催

　
場

　
所

竹
　

田
８

月
20

日
㈬

10
：

00
〜

12
：

00
竹

田
市

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

相
談

室
荻

８
月

21
日

㈭
10

：
00

〜
12

：
00

荻
支

所
　

1階
厚

生
室

久
　

住
８

月
20

日
㈬

10
：

00
〜

12
：

00
久

住
公

民
館

　
健

康
相

談
室

直
　

入
８

月
20

日
㈬

10
：

00
〜

12
：

00
直

入
支

所
　

小
会

議
室

●
お

問
い

合
せ

　
竹

田
市

総
務

課
行

政
係

　
☎

63
-1

11
1（

内
線

21
1）

※
行

政
相

談
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
は

、
行

政
相

談
委

員
ま

で
 

　〔
竹

田
〕小

河
晴

義
☎

62
-3

66
2　

〔
　荻

　〕
太

田
正

一
☎

68
-2

48
0

　〔
久

住
〕本
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平成26年度一般曹候補生、自衛官候補生、航空学生募集
対　象　者　18歳以上27歳未満の男女
　　　　　*航空学生については、高卒（見込み）18歳以上21歳未満
受付期間　８月1日㈮〜９月9日㈫ *男性の自衛官候補生は随時
試験期日・場所
　　　　　・一般曹候補生
　　　　　　９月20日㈯ （竹田市総合社会福祉センター）
　　　　　・自衛官候補生
　　　　　　９月20日㈯ （竹田市総合社会福祉センター）
　　　　　・航空学生
　　　　　　９月23日㈫ （大分商工会議所）
　　　　　・自衛官候補生（女性）
　　　　　　９月26日㈮ 〜 27日㈯（大分県中小企業会館）
●お問い合せ
　自衛隊大分地方協力本部竹田地域事務所　☎63-3320

住　宅
公営住宅の入居者を募集します
１．公営住宅（市営8戸、県営7戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　　考
竹田 玉来第1団地 1 単身可能

玉来第2団地 1 単身可能
県営玉来住宅 1 単身可能
下矢倉団地 1 世帯のみ
県営下矢倉住宅 6 ※

久住 桐迫住宅 3 内1戸単身可能
さくら住宅 1 35歳以下単身のみ

直入 スカイビュー団地 1 世帯のみ

※住宅の階数によって入居条件が異なります。センターま
でお問い合わせください。

２．特定公共賃貸住宅（3戸）
地域 住　宅　名 戸数 備　　考
竹田 七里第2団地 3 35歳以下単身のみ

募集期間　平成26年８月11日㈪〜 22日㈮
　　　　　※土・日・祝日を除く
抽　選　日　平成26年８月27日㈬ 10：00 〜（市本庁舎）
入居時期　９月中旬ごろ（県営は10月）
　　　　　次回の募集月は11月です。
　詳細は大分県住宅供給公社のホームページをご覧ください。
●お問い合せ
　竹田市住宅管理センター（本庁建設課内）　☎63-4400

浄化槽・講習
単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への設置替えをしませんか
　竹田市では、公共水域の環境を守り水道水源となる下流
域の水質保全に向け、市町村整備型制度で合併処理浄化槽
設置を進めています。 この事業は竹田市が合併処理浄化
槽を設置し、維持管理も行っていく仕組みになっていま
す。合併処理浄化槽の設置にあたっては受益者から分担金
を納めて頂き、使用にあたっては維持管理のため使用料を
納めていただきます。
　快適な生活を送るためにも、合併処理浄化槽の設置や単
独処理浄化槽からの転換を是非ご検討ください。

分担金及び使用料（専用住宅）
槽の大きさ 分担金（円） 槽の大きさ 使用料（月額：円）
5〜7人槽 130,000 5〜7人槽 4,006

8〜10人槽 140,000 8人槽 4,212
9〜10人槽 4,622

■農業集落排水処理施設（荻・久住地区）の処理区域にお
住まいの方についても、地域のきれいな河川を守ってい
くためにも是非、農業集落排水処理施設への加入接続を
ご検討ください。

●お問い合せ　竹田市環境衛生課　生活排水係　☎63-4821

試験・講習
平成26年度 豊後大野市 病院企業職員 採用試験
　豊後大野市民病院では、平成27年４月1日採用予定の職
員の募集を行います。

一般事務職 ……（2名程度）
○一般枠………………昭和60年４月2日以降に生まれた人
○医事事務経験者枠…昭和54年４月2日以降に生まれた人
　（ただし、医事事務経験3年以上を有する者）
　試験日時（一次試験）   10月25日㈯　8:30受付
　試験場所　豊後大野市民病院　大会議室
専門職（第２回）

○薬剤師（１名）…昭和50年４月２日以降に生まれた人
○理学療法士（２名程度）…昭和50年４月2日以降に生まれた人
○保健師（１名）…昭和50年４月2日以降に生まれた人
○看護師（若干名）…昭和40年４月2日以降に生まれた人
　試験日時　10月19日㈰　8:15受付
　試験場所　豊後大野市民病院大会議室
　受付期間　７月14日㈪〜９月30日㈫必着　
　　　　　　8:30 〜 17:00（土、日、祝日は受付不可）
※受験申込書は豊後大野市民病院、豊後大野市役所本庁に
　て配付。
　ホームページからもダウンロードできます。
●お問い合せ・受験申込書の提出先  
　豊後大野市民病院　医事･経営課 経営係
　☎0974-42-3121（内線1233）
　第２回危険物取扱者試験が実施されます
試験日時　11月23日㈰　10:00開始
　　　　　14:00試験開始（大分大学のみ）
試験種類　甲種・乙種（全類）・丙種
　　　　　※14:00からの大分大学試験は、乙種第４類の

試験のみ
試験会場　県立三重総合高校・大分大学他、県内５会場
願書配付　竹田市消防本部ほか、県下各消防本部・消防試

験研究センター大分県支部・県消防保安室で
８月20日㈬から配付します

願書受付　電子申請　９月21日㈰〜 10月4日㈯
　　　　　書面申請　９月24日㈬〜 10月7日㈫
提　出　先　 （一財）消防試験研究センター大分県支部
　　　　　☎097-537-0427
●お問い合せ　竹田市消防本部警防課　☎63-0119

平成26年度　消防設備士法定講習を実施します
受講対象者
⑴平成24年度に資格を取得した消防設備士（2年目講習）
⑵平成21年度に法定講習を受けた消防設備士（5年目講習）
⑶法定期限内に法定講習を受けていない消防設備士

講習日・会場・講習区分
講習月日 講習会場 講習区分
10/  8㈬ 大分県教育会館（大分市）消火設備1類・2類・3類
10/  9㈭ 〃 警報設備4類・7類　　　
10/10㈮ 〃 避難設備・消火器5類・6類
10/16㈭ 別府豊泉荘（別府市） 避難設備・消火器5類・6類

10/17㈮ 大分県中津総合庁舎
（中津市） 警報設備4類・7類
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受講申請
　受講申請用紙は消防本部（局）及び協会に備え付けて
います。講習手数料として講習区分毎に大分県収入証紙
7,000円を貼付し、持参または郵送してください。
受付期間　９月1日㈪〜 19日㈮
●受講申請書提出先及びお問い合せ　（一財）大分県消防

設備安全協会（大分市長浜町2丁目12番10号）　☎097-
597-3125

休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　☎ 64-7777

〔受付時間〕　平日夜間18:00～21:00
　　　　　　土曜日13:00～21:00、休日8:30～21:00
竹田医師会病院　☎ 63-3241 

〔受付時間〕　平日（月･水･金曜日）の夜間18:00～ 21:00
　※但し、休日及びお盆は除く
　上記以外の曜日や時間帯でも電話相談の上、診察可能と
判断すれば可能な限り対応します。
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけ

そこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ

電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当 番 日 医　療　機　関 電話番号

８月 ２日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

８月 ３日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
８月 ９日㈯ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

竹田市立こども診療所 0974-63-3838
８月10日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
８月13日㈬ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
８月14日㈭ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
８月15日㈮ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333

８月16日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

８月17日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

８月23日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

８月24日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

８月30日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

８月31日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

９月 ６日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

９月 ７日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8:30 ～ 11:30（こども診療所は9:00 ～ 11:30）
診療時間　9:00 ～ 12:00（三重東クリニックは8:30 ～ 12:00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているとこ

ろがあります。
○豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）
　※8/13〜15は17:00まで
○みやわき小児科　（☎0974-24-0230）
　※8/13〜15は休診
○三重東クリニック（☎0974-22-6333）
　※8/9〜11、8/18は休診、8/13は午前中まで
○竹田市立こども診療所　（☎0974-63-3838）
　※8/13〜15は休診
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があ

ります。あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-
0119）にお電話で確認されるようお願いします。また、
院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意された約束
処方となることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当 番 日 医療機関 電話番号
8/  3㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001 
8/10㈰ まつもと歯科クリニック（竹田） 0974-62-2400 
8/17㈰ 竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263 
8/24㈰ 久住加藤医院　歯科診療部（久住） 0974-76-0008
8/31㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001

※診療時間 9：00 ～ 12：00（受付11：30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/

　　　　　たけたケーブルテレビ

  たけた市民チャンネル８月番組情報
「7．12竹田市防災の日」特別講演会
　７月12日㈯に行われた、「7.12竹田市防災の日」特別講
演の模様をお届けします。
　講演会では、講師に㈱ヤマウチ代表取締役で南三陸町商
工会副会長の山内正文さんを迎え、「地域の活性化と安全
なまちづくり 〜東日本大震災の経験から伝えたいこと〜」
と題し講演が行われました。ぜひ、ご覧ください。

【放送日】　８月9日、16日、23日、30日
　　　　　土曜日　20:00 〜
※都合により放送時間を、変更する場合がありますのでご

了承ください。
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平成26年８月  岡の里ふるさとＵターン情報
事業所名 事業所の内容 求人職種 求人数 賃金 備考（資格等）

アクサ生命保険株式
会社大分営業所竹田
駐在

生命保険業
商工会議所共済・福祉制度
推進スタッフ 1 21〜24万 幹部候補

商工会議所共済・福祉制度
推進スタッフ 2 15〜18万

旭食品工業株式会社 
大分工場 漬物製造 野菜つけ物工 3 13万

医療法人 健伸会 ケ
アホーム「五つの実」

介護福祉事業（短期入所生活
介護の施設）

介護職 4 12.1〜17.7万 介護福祉士またはヘルパー2級
正・准看護師 4 13.9〜20.3万 看護師（正・准）

社会医療法人社団 
大久保病院

医療・介護老人保健施設 准看護師 2 17.3〜25万 准看護師
グループホーム他介護保険
サービス関連事業

正看護師 2 24.1〜33.7万 正看護師
介護福祉士 2 14.8〜23.1万 介護福祉士

社会福祉法人　偕倖
社（悠々居）

特別養護老人ホーム・ デイ
サービス事業 正・准看護師 2 16.5〜18.4万 正・准看護師

ショートスティ事業・グルー
プホーム 介護職 2 14.8〜15.8万

株式会社　キューメ
イ研究所　竹田工場

体外診断用医薬品の製造・研
究開発業務・販売業務

医薬品製造及び出荷業務員 1 13〜18万
医薬品品質管理及び製造開発員 1 13〜18万
体外診断用医薬品の営業 1 20〜30万 医薬品の販売管理経験者

医療法人　雄仁会（加
藤病院・岡の苑・和
の郷・木もれ陽）

医療・介護保険業等 正看護師 1 21.9〜27.3万 正看護師
認知症対応型グループホーム和の郷 准看護師 1 16.3〜21.8万 准看護師
有料老人ホーム木もれ陽 介護福祉士 2 15.3〜17.3万 介護福祉士

有限会社　工藤商店 新建材等の販売及び飲食業
配管技士 1 15〜25万 管工事施工管理技士・浄化槽設備

士
大工 1 19.2〜36万 建築大工技能士2級
配管工見習 1 12.5〜20万

社会福祉法人　孝寿
福祉会（美晴が丘・
荻の苑）

老人通所介護・ 訪問介護・
居宅介護支援
配食サービス

ケアワーカー（介護員） 2 14.3〜22万 介護福祉士資格所持者優遇（荻の苑）

ケアワーカー（介護員） 2 14.3〜22万 介護福祉士資格所持者優遇（美晴が丘）

株式会社　くじゅう
高原開発公社

地ビールの製造並びに販売事業・
ビアレストランの飲食営業と売店
営業・地ビールの業務用販売業務

配達員 1 15〜16万
一般事務員 1 13〜14万 経験者
営業員 1 15〜17万

一般社団法人　竹田
市医師会（竹田医師
会病院）

病院
看護師 5 21〜25.3万 正看護師
准看護師 2 16〜18.8万 准看護師
薬剤師 1 29〜34万 薬剤師

有限会社　さとう葬
儀社 葬祭業

事務員 1 11.6万
営業員 1 16〜20万
総合職 1 16〜20万

株式会社　友繁建設 土木建築業
土木施工管理技術者 1 20〜33万 1級又は2級土木施工管理技士
重機オペレーター 1 14.4〜24万 車両系建設機械
土木作業員 1 14.4〜24万

株式会社　藤信 総合建設業
土木作業員 1 13.8〜27.6万 経験者（1年以上）
土木技術者 1 15〜30万 土木施工管理技士2級以上
水道配管士 1 17.5〜30万 経験者

株式会社　長湯歴史
温泉伝承館

入浴施設・バイキングレスト
ラン・イベントの企画運営・
簡易宿泊施設

レストランホールスタッフ 2 11〜15万

調理スタッフ 1 11〜15万

株式会社　松井組 綜合建設業・携帯販売・書
店業務

現場作業員 3 18〜28万
土木施工管理技士 1 20〜33万 2級土木施工管理技士
建築技術者 1 20〜33万 2級建築施工管理技士

魚町友修有限会社 割烹・仕出し
調理師 1 20〜25万 調理経験4年以上
調理師見習 1 16〜22万
接客係 1 12.3〜14万

医療法人 健伸会 みは
ら整形外科クリニック

整形外科・ 内科・ 麻酔科・
リハビリテーション科

正・准看護師 2 14.4〜20.2万 正・准看護師
リハビリ助手 2 12.8万

求　人 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室☎ 63-1101

①一般作業員3人19.6〜23.1万円  ②自動車塗装工1人
18〜25万円  ③ルート営業1人17〜24万円  ④加工・事
務・営業1人18〜25万円 ⑤総合職1人16〜28万円  ⑥学
童指導員1人14.3万円 ⑦和牛の肥育作業員1人16〜20万
円  ⑧作業員1人11.9万円  ⑨ホール・厨房係2人14万円  
⑩レストラン調理人1人21〜23万円  ⑪鶏舎作業及び管
理業務1人18.2万円  ⑫携帯電話販売員1人14〜18万円

〔パート求人（時給）〕
⑬調理及び販売1人700〜1000円　⑭精肉担当者1人
730円　⑮食品製造1人680〜750円　⑯レジ・接客係1
人750円　⑰事務・販売員1人700円　⑱清掃作業員1人
700〜800円　⑲事務員1人750〜875円　⑳調理補助・

配達員1人700円　㉑接客・レジ担当1人700円　㉒集配
員1人800〜850円　㉓パン製造員1人664円　㉔指導員
1人690円

2014年夏　福祉のしごと就職フェア
　福祉の仕事をめざす方の就職活動を応援します。福祉事
務所の採用担当者から直接話をきけるチャンスです。参加
無料。

日　時　８月10日㈰　13：00 〜 16：00
場　所　大分県社会福祉介護研修センター（大分市明野東3－4－1）
内　容　就職面談、各種相談ほか（無料託児コーナーあり）
●お問い合せ　大分県福祉センター　☎097-552-7000


